


02 ご挨拶

ご挨拶 〜活動冊子作成にあたって〜

- 地域に根ざした八潮らしい街並みづくりを目指して -
　八潮街並みづくり 100 年運動は、つくばエクスプレスの開業を契機に、まちの様相が大き
く変わっていく転換期を迎えていたことから、50 年後、100 年後を見据え、地域に根ざした
八潮らしい街並みとなるよう、平成 20 年 4 月に実行委員会を設立し、本運動を展開してき
ました。
　この実行委員会は、市民団体や事業者に参加をいただき、また大学の協力によるまちづく
りの各提案を実現化するなど、様々な視点からの取り組みを行ってまいりました。
　大きな実績としては、市民の方々が主体的に美しい街並みを構築するための仕組みとして、
街並みを構成する戸建ての住宅に着目したガイドラインの策定が挙げられます。
　このガイドラインは、実行委員会が 5 大学 ( 建築系研究室 ) から技術的な面で協力をいた
だき、平成 25 年度に「やしお家づくりデザインマナーブック」として完成したものです。
　この他にも、「会所橋」や「ハンモックベンチ」「水辺カウンター」「鉄塔鉄美写真コンテスト」
など、地域資源の活用やまちづくりの提案を、形にすることにより、市民の方々が直接、新
しい試みに触れ、魅力的な八潮のまちを体感する機会ができたと感じております。
　なお、本実行委員会は、当初の目標としていた、地域に根ざした八潮らしい街並みづくり
のためのガイドラインの策定が完了したことから、今年度末をもちまして、発展的に解散と
なりますが、これまで展開してきた市内での点ごとの活動が、将来に渡り地域に広がってい
くことで面となっていき、今後も素晴らしいまちづくりが継続されていくことを期待してお
ります。
　結びに、本冊子は、設立から 7 年間を通じて、本運動に関わってきた多くの方々の活動の
軌跡をまとめたものであり、発行にあたり本実行委員会の委員をはじめ、幹事会・部会の委
員の皆様、協力頂いた大学の先生方、学生の皆様、関係者の皆様の多大なるご尽力につきま
して厚くお礼申し上げます。

平成 27 年 3 月
八潮街並みづくり 100 年運動実行委員会

会長　齋藤　勝
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運動の背景

八潮街並みづくり 100 年運動概要

八潮市では平成 19 年 3 月に八潮市景観計画を策定し、一定規模以上の建築物における景観誘導による良好な景観形成を推
進してきた。しかし、規制型の街並み誘導には限界があり、美しい街並み景観づくりの一層の推進を図るためには、市民が
主体的に街並みを創り出そうという意識をもち、自ら実行することが重要な課題であった。
このことから、市民の共通認識を得られる「八潮らしい家づくりのガイドライン ( 基準 ) の策定」等による新たな街並みの
誘導策が必要であると考え、平成 20 年に八潮街並みづくり 100 年運動実行委員会を発足し「八潮街並みづくり 100 年運動」
を推進してきたところである。

八潮街並みづくり 100 年運動は、50 年後、100 年後を見据え、この街に住んで良かったと思えるような、八潮らしさを活
かした魅力ある街並みをつくるための運動である。将来に誇れるような街並みをつくるためには、市民の主体性を促すよう
な新たな取組みが必要であるとし、市街地における街並みを構成する戸建て住宅のガイドラインの策定や、制度の創出等を
最終的な目標とした。

目 標

目 的

地域に根ざした八潮らしい街並みづくり
理念

◯八潮の地域特性を感じる街並み
◯個性と調和を感じる街並み
◯生活の豊かさを感じる街並み
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目指すべき街並み
の具現化

街並み誘導に
必要な制度創出

街並みづくりの
普及啓発

八潮街並みづくり 100 年運動



八潮街並みづくり 100 年運動プロセス

八潮の「まち」を知るための
フィールドワーク

ガイドライン策定における
協議・検討

空間利用や地域資源の活用に着目した
アイデアの提案

" やしお家づくりデザインマナーブック "

アイデアを形にしたまちづくりを実現
Ex：水辺カウンター
　　鉄塔鉄美写真コンテストなど…

建築様式

まちづくり活動

【組織体系図】

※財団法人やしお生涯学習まちづくり財団は
　平成 25 年 3 月 31 日をもって解散している
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八潮街並みづくり 100 年運動実行委員会

幹 事 会
構成団体より選任

構成団体より選任
部 会

事業者 市民

連携

行政

【商工会】 【財団法人やしお生涯
学習まちづくり財団※】

●運動の推進に必要な検討・調査研究

●事業の実施に必要な検討・調査作業

【やしお市民大学 OB 会】 【八潮市】
連 携 大 学

市 民
事 業 者

●調査、研究依頼

●情報の発信
●市民参加の
　機会の創出

●技術的助言、提案
●
提
案
発
表

●
市
民
の
意
向

●事業参加、協力

【構成団体】



ジュニアワークショップ
Junior Workshop

2008.9.14 - 9.15

第 1 回 家づくりスクール

八潮らしい住宅モデル

"Ie Zukuri" School

"Yashio rashii" House Model

2009.6.6 - 11.21

2009.7.25 - 11.22

2010.8 - 2011.2

2010.9 - 2011.2 

八潮アロハ
"Yashio Aloha"

しょくにんインタビュー
"Shokunin" Interview

2010.10 - 2011.2

八潮トイレンナーレ
"Yashio Toirrenare"

フィールドワークプロジェクト
Fieldwork Project
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活動年表

2008 2009 2010

やしお駅前公園プロジェクト

家 づ く り プ ロ ジ ェ ク ト

筑 波 大 プ ロ ジ ェ ク ト

八 潮 の ま ち を 知 ろ う！

提 案 実 現 化 プ ロ ジ ェ ク ト

公園設計ワークショップ
Park Design Workshop

2010.6.19 - 9.19



第 2 回 家づくりスクール
"Ie Zukuri" School

2012.6.6 - 11.21

T 邸 プロジェクト

やしお家づくり
デザインマナーブック

"T House" Project

Yashio Ie Zukuri Design Manner Book

2013.6 - 10

2013.4

2011.4 - 2012.3

やしおのツカイカタプロジェクト
"Yashio no Tsukaikata" Project

2011.12 - 2012.3

会所橋
Kaishobashi

2012.4 - 2013.3

2012.5 - 72011.5 - 9

2012.10.28 

2012.7 - 112011.7 - 9 

やしおのツカイカタプロジェクト

クールビズポロシャツ／缶バッジクールビズポロシャツ

"Yashio no Tsukaikata" Project

"Cool Biz Poloshirts"/"Can Badge""Cool Biz Poloshirts" 

きおくのまち WS in 八潮

鉄塔鉄美写真コンテスト ~ 夏の陣 ~夜市 ( ブース出展 )

Kioku no Machi WS in Yashio

Photograhy Contest"Yoichi"

2013.7 - 2013.11

ハンモックプロジェクト
Hammock Project

2012 - 2014.5

2012.112011.10 - 2012.2

水辺カウンター

下妻街道の旅鉄塔鉄美写真コンテスト

Water Side Counter

A Travelling of "Shimotsumakaido"Photograhpy Contest

2014.8.24

街の記憶展
"Memories of Town" Exhibiton
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2011 2012 2013 2014

やしお駅前公園
Yashio Station Park 

2010.6.19 - 9.19
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八潮のまちを知ろう！

このプロジェクトは、八潮市にお
いて推進すべき「八潮らしい街並
みづくり」に向け、八潮の特性を
活かした住環境設計プロジェクト
を提案するとともに、その中から、
街並み景観に大きく影響を与える
建築物に着目し、共通する建築様
式 ( コード ) を抽出し、素案を策定
することを目的としている。5 大学
の研究室による多くの意見を取り
入れるために、唯一「八潮の街並み
の特徴をつかむ」という方針を設
定するに留め、自由な調査を行う
こととした。その結果、ヒューマ
ンスケールの視点や、エリアを対
象としたマクロな視点、市民の生
活実態を対象とした視点など、様々
な視点からの調査が行われた。

2008プロジェクト概要

フィールドワークプロジェクト

第 1 回ワークショップ 第 2 回ワークショップ

Fieldwork Project

1st Workshop 2nd Workshop

2008.5.31 - 9.15

2008.5.31 - 6.1 2008.7.19 - 7.20

水路 ・市内に無数に張り巡らされており、重要なインフラとして捉えられている
・住宅と工場に挟まれた水路空間は、街のバッファーゾーン ( 緩衝地帯 ) となっている
・水路際のフェンスの多様な利用方法が独特である
・住宅の間に水路が多く通っており、住宅と水路の一体的利用が見られる

未利用地 ・放置されたように見えて、実際には近隣住民の生活の中で活用されている緑地が多い
・駅南側の色々な場所で大小様々な盛土が見られる

高架 ・八潮に存在する大きな構造体である
・TX の高架のスケールを、住宅のスケールと近づける必要がある
・様々な用途地域を分断しているが、空間を介して要素同士を繋いでいる

広域農地 ・八條地区に広がる広域の農地 ( 田畑 ) は、自然の風景を残す意味でも重要なエリア
・中川遊歩道から広がる堤防沿いの風景 ( 中川・農地など ) は、八潮市で最も雄大な風景

河川 ・河川や用水は、八潮の市民にとって身近に感じる場所
・水辺へのアクセスが悪く、そのポテンシャルを発揮できていない

鉄塔下 ・市内には 100 本以上の鉄塔が立っている。しかも八潮市の地形が平坦であることや、
   高層の建築物があまりないこともあり、どこからでも見つけることができる

景観調査から八潮の「要素特性」を抽出

茨城大学 現地調査から６つの景観要素を抽出

信州大学 八潮市を 3 地域に分けて調査

東北工業大学 八潮市の４つの特徴ある風景（地区） をとらえる　

日本工業大学 北部、東部、西部、駅周辺の地域別に特徴を発見　

神奈川大学 スケールの違う４つの特徴をつかむ

茨城大学 「畑プロジェクト」「場所探しプロジェクト」など
のプロジェクトを提案

信州大学 用途地域、用途地域の境界、交通動線の境界など
で起こっていることの調査

東北工業大学 TX 沿線の調査を行う

日本工業大学 「水路両脇にあるフェンスの使い方に関する視点」
などの４つの視点を発表

神奈川大学 「住・農・工の混ざり合い」のもと、「奥行き」「境界」
などの 5 項目について調査発表
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第 3 回ワークショップ まちづくりシンポジウム
3rd Workshop "Machi Zukuri" Symposium

2008.9.13 - 9.15 2008.9 -

用途混在 ・住宅、畑、工場が隣接している場所が市内に点在しており、
   この点在する 3 点セットは、ほぼ同じスケールのものとなっている

・上の階が住宅で、下の階が工場や商店のような住宅が多い。特に下の階が工場となって
   いる物件が多く、工場誘致を進めてきた市の施策を伺うことができる

変形街区 ・余剰空間や、変化がある入り組んだ街区は、空間的に路地のような面白さがあり、新た
   な街並みの可能性を感じる

・市内には、三角形や台形など変形した敷地が多く存在する。これらは、旧街道をはじめ
   高速道路や鉄道などが、市内を斜めに縦断していることなどから発生している。

混在する音 ・八潮市は土地利用が混在しているように、工場の音、水の音、子どもたちの声も混在し発生する

人の往来 ・八潮市は 4 つの市や区に囲まれた内陸の市であり、市内外の人々が、様々な目的により
   市内から市外へ、市外から市内へ移動する

工場製品 ・一般的には使用されない材料 ( 単管、H 鋼など ) が住宅や街中で使用されており、街並み
   にも溶け込んでいる

各大学がこれまで行ってきた景観調査を元に様々な提案を行う

フィールドワークは続いていく

茨城大学 八潮の魅力を引き出す５つの「みち」に対しての
提案を行う

信州大学 八潮市の音を「交通音」「自然音」「工場」「営み音」
「雑多音」の 5 つに分類

東北工業大学 4 つのテーマに限定し「八潮らしい風景」を目指
した提案を行う

日本工業大学 八潮の特徴や変化を利用した提案を行う

神奈川大学 「八潮のランドマーク」「八潮のスキマ」「変形敷地」
「工業的ディテール」の４項目について発表
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フィールドワークプロジェクト
Fieldwork Project

神奈川大学
「あしもとハウス」

八條中学校

八條小学校

八幡中学校

八幡小学校

潮止小学校

潮止中学校

大瀬小学校

中川小学校

つくば T
X

大原小学校

大原中学校

大曽根小学校

柳之宮小学校 八潮中学校

松之木小学校

八條北小学校

東京外環自動車道

東北工業大学
「マスクメロン街区」

東北工業大学
「エアフロー小径」

東北工業大学
都市デルタ -Ⅰ(TX沿線)

「公園融合型多世代住宅地」

東北工業大学
都市デルタ -Ⅱ(TX沿線)

「八潮三色生活」
茨城大学

「オープンアーケード」

茨城大学
「農と工のメインストリート」

茨城大学
「農地パーク」

茨城大学
「農のみち」

茨城大学
「水めぐりジョギングコース」

神奈川大学
「鉄塔テント」

神奈川大学
「ラッパハウス」

神奈川大学
「ホルンハウス」

神奈川大学
「くるりハウス」

神奈川大学
「単管ハウス」

神奈川大学
「ニワパーク」

神奈川大学
「シャキーンハウス」

神奈川大学
「ビニールハウスハウス」

神奈川大学
「雨水ハウス」

神奈川大学
「げたそとハウス」
「げたなかハウス」

日本工業大学
「ヤシオフェンス」

日本工業大学
「ヤシオオウライ MAP」

日本工業大学
「ホウチメリット」

日本工業大学
「ミズベセイカツ」

日本工業大学
「イエノスキマ」

日本工業大学
「オカケンチク」

信州大学
オトニワ
ミニモリ
ヌケノハラ

信州大学
アナアンキョ
キヅキスイロ
ヌケシンスイ

信州大学
うねうねみち
うらつうがくろ
のっぽないえ

信州大学
ハシラ ART
2nd ルーフ
高架下 DOG RUN

首
都
高
速6

号
三
郷
線

街並みをつくる要素を抽出
各大学によって行われた景観調査から
街並みをつくる要素を抽出し、それら
を基に八潮全域にかけて様々な提案が
行われた。
多角的な視点を取り入れるために、各
大学の方針に基づき自由な研究を行う
ことにした。その結果、同じ要素を抽
出しても、全く逆の発想からアプロー
チした提案などが現れた。
研究は住宅自体を利用するものから広
域的な範囲を利用するものまで、スケー
ルの違う様々な分野で行われたが、大
きく 3 つに分類できた。一つ目は提案
型である。これは要素に色々な仕掛け
を施すことで、要素を印象的な存在に
する方法。二つ目が創出型で、これは
要素を最大限に利用又は活用するため
に、周辺の環境や景観自体を創出する
方法である。三つ目は、提案型と創出
型を同時に利用する複合型である。こ
れらの手法を利用し、最終的には 39 の
提案が挙がった。

建築様式の素案
建築様式 ( コード ) とは、街並み形成を
図るため、該当する区域内における建
築物の敷地、構造、形態、意匠などに
関して一定の基準化をすることである。
しかし、八潮市の場合には、市民のコ
ンセンサスが得られる、古くから継承
された街並み等が存在しない。そのた
めに、調査から抽出された要素に視点
を置きコード化を進めた場合、これら
の組み合わせだけに着目した「建築物」
が普及し、本来の趣旨である地域性を
活かした街並みとの関係性＝家づくり
の作法が見失われる恐れがあることが
わかってきた。

▲提案されたものをまとめた八潮市の地図
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2008.5.31 - 9.15

水路という存在を住宅に反映させるのではなく、住宅と水路を共存させ、
お互いがなければ存在しあえない関係性をつくることで、八潮らしいより
良い環境を目指す。水路と敷地は様々な位置関係があるが、あくまで「水
路との共存」をテーマしとした家づくりを目指すことが、将来の八潮の街
並みをつくる上で重要である。

市内には変形街区がいくつか確認できるが、ここに住宅を設計する際には
見通しの良い住宅配置とすることで、より良い環境づくりを目指す。変形
街区では敷地に応じた建築形態となることが多いが、「敷地外からの視点」
を取り込む家づくりは、変形敷地が多く存在する八潮にとって欠かせない
テーマである。

街区単位の開発を行う場合は、どの宅地からも空地が見えるようにする。
空地をつくることで、住宅からの視線が通り、コミュニティーの場として
の利用価値が高まることが期待できる。このことは、現代の問題でもある
近隣住民との付き合いの希薄さを解消してく上で、大きな可能性を秘めて
いると言える。

森の中の街

歩行者と住宅の目線

変形敷地

用途混在 工業製品

未利用地 鉄塔

住宅と街路の共存

鉄道高架から見える敷地に高木を植樹するこ
とで、八潮市東部に広がる広域農地から連続し
た緑を生み出し、森の中の街を演出する。鉄道
高架という構築物は、街並みの要素としてはス
ケールが大きすぎる。しかし、視点を変えて鉄
道高架から見渡したとき、高木が住宅を隠すよ
うに生えていたら、まるで森の中に街があるよ
うな感覚を引き起こすかもしれない。

中川や綾瀬川、垳川などの河川が市内を通る八
潮市では、これらの河川沿いに様々な風景が広
がっている。こうした水辺の空間を歩行者空間
として充実させ、住宅とのアクセスも考慮する
ことで、多様な水辺の風景を楽しむだけでな
く、市民の健康、そしてコミュニティを育む場
となる。
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やしおのツカイカタプロジェクト　
"Yashio no Tsukaikata" Project　 2011.4 - 2013.3

八潮の魅力を最大限に活かす
これまでの 100 年運動の活動で八潮ならではの
魅力的な資源を数多く発見した。テーマを絞り、
現地調査・歴史調査などを行い、これらの八潮
らしい魅力を最大限に活用し、リノベーション
する方法を提案した。

▲フィールドワークから見つけたリノベーションできそうな場所

あまり利用
されていない
公衆トイレ

防災に役立てる
ことのできる
ビニールハウス

設置されて
いるだけの
防災倉庫

使われなくなった
揚水機場

島のようなバス停

水質のよくない
用水路

昭和用水路に休憩スペースをつくる
▲会所橋 ( かいしょばし )　竣工写真

かつて八潮の街を潤し、人々を繋いでいた用水
路。現在では雨水を流す側溝になってしまい、
市民から疎遠になってしまった。八潮に特徴的
なこの敷地に橋を架け、周辺に緑を植えること
で、休憩スペースを設えた。

会所橋
Kaishobashi 2011.12-2012.3 2012.10.28

次代へ繋ぐ昭和遺産『パルコ通り』　　　
▲大学生と周辺住民による WS の様子

きおくのまち WS では、パルコ通りおよびその
周辺の模型を作り、やしお市民祭りにおいて周
辺住民にヒアリング調査を行った。商店街がで
きる前までの思い出から最近の状況まで、幅広
い意見を集めることができた。　

きおくのまち WS in 八潮
Kioku no Machi WS in Yashio

2008プロジェクト概要 2009 2010

フィールドワークプロジェクト
Fieldwork Project

2008.5.31 - 9.15
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「八潮街並みづくり 100 年運動」で
は、フィールドワークから得られ
た八潮にある利用可能な材料や八
潮らしい敷地などに、様々な提案
を行い実現化してきた。市民から疎
遠となってしまった用水路沿いの
休憩スペースや、また工場の活動が
八潮の市民にもっと受け入れられ
るようになる方法等の提案を検討
した。また、市内の工場から出る
廃材を利用してハンモックを製作
し、特別養護老人ホームに設置す
るなどの活動を行った。市民の方々
とのワークショップを通して、か
つての八潮市の姿を伺うなど、100
年運動と市民がどのようにコラボ
レーションできるかなども探った。



ハンモックプロジェクト
Hammock Project

廃材を利用したハンモック
▲実際に完成したハンモック

八潮市内にある染め物工場から出る廃材を利用
してハンモックを製作。市民も利用しやすいよ
うな架構を各大学が考え、特別養護老人ホーム
にプレゼンを行った。学生自らがハンモックを
編み、架構も製作し、施設の庭に設置した。

今と昔をつなぐ「記憶」の展示
▲「街の記憶展」会場

パルコ通り商店会の夏祭りで、パルコ通りの模
型と各店舗の写真を紹介する「街の記憶展」を
開催。さらに、商店会加盟店のガイドブックも
作成した。八潮の昔と今をつなぐ意義深い展示
となった。

街の記憶展
"Memories of Town" Exhibiton 2014.8.24

水辺カウンター　　
▲水辺カウンター　竣工写真

2012 - 2014.5

八潮市内の水辺空間には、フェンスによって囲
われ、市民が近寄りにくい所となっている場所
もある。水辺を散歩する人、近くの住民、釣り
人などがとどまり交流できる水辺空間となるよ
うに、カウンターを設置した。

2013.7-2013.11 Water Side Counter
水辺カウンター

2011.4 - 2012.3 2012.4 - 2013.3

2011.12 - 2012.3 2012.10.28 

2011 2012 2013 2014
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やしおのツカイカタプロジェクト やしおのツカイカタプロジェクト
"Yashio no Tsukaikata" Project "Yashio no Tsukaikata" Project

■水辺
・あまみず缶
・用水路タウン
・水辺のカウンター
・水の記憶 ～中川のおはなし～
■防災

・防災ビニルハウス
・フラワーハザードマップ
・ペイント倉庫
・つたそうこ
■コミュニティスポット

・仮設トイレ
・高架下コミュニティ
・下妻街道周辺バス停整備計画
・ポールコミュニケーション

会所橋 きおくのまち WS in 八潮
Kaishobashi Kioku no Machi WS in Yashio

2013.7 - 2013.11

ハンモックプロジェクト
Hammock Project

2014.8.24

街の記憶展
"Memories of Town" Exhibiton

2012 - 2014.5

水辺カウンター
Water Side Counter 

■昭和遺産
・ヤシオ de ドマ
・ロマン横丁ヤシヲ
・楽がき
・パルコ屋号通り

■水辺
・つりばー＋

・ピクチャーウインドウ
・サクサクコミュニケーション
・浮島ビオトープ

■工場
・八潮工場図鑑
・工場カードマップ
・バスカグ
・藍染ハンモック



やしおのツカイカタ プロジェクト 2011
"Yashio no Tsukaikata Project" 2011

▲提案内容を実際に制作し検討した

■防災ビニルハウス
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■ペイント倉庫

■フラワー
　ハザードマップ

■つたそうこ

▲ 5 大学による市内調査

市民の防災意識を
高めるきっかけと
して、既存の防災
倉庫に防災に役立
つ情報をペイント
する。

防 災 倉 庫 の 上 に
パーゴラを取り付
け、ワイヤーを降
ろす。そこに蔦を
か ら ま せ る こ と
で、倉庫の使われ
ていない面に居場
所を作る。

市民と一緒に土の
うで八潮の形の花
壇 を 作 る。 花 の
色は水害ハザード
マップを示してい
る。

即効的な空間の確
保と地域密着性に
注目し、ビニルハ
ウスに被災時・被
災後に求められる
機能を配置する。

2011.4- 2012.3

コミュニティスポット
バス停・公衆トイレ・公園・高架下などは、住民同士のコミュニケーショ
ンの場となる可能性がある。これらを有効活用し、市民が親しみ利用
しやすい空間へと改善するため、提案内容を試作しながら検討した。

防災
市内の防災倉庫や災害記録を調査し、普段意識されない防災倉庫の改善
や、八潮らしい防災の方法を考えた。防災に繋がる施設を日常的に使用
することで、市民にとって防災が身近になるようなアイデアを提案した。

八潮ならではの街のリノベーション
八潮には、まだ利活用されていない魅力的な場所や空間が多く存在してい
る。そこで、八潮で暮らすことがもっと楽しく、豊かになっていくように、
それらの場所をリノベーションする提案を行った。
5 大学の市内調査の内容をまとめ、 「水辺」、「防災」、「コミュニティスポット」
の 3 つのグループに分かれて、それぞれのテーマに基づく提案を行った。

堤防を散歩やラン
ニングで利用する
人が、中川の歴史
や昔話＝『水の記
憶』を知るための
リーフレットを制
作する。

水の流れていない
用水路に屋根を架
け、子どもたちの
遊び場や、人々を
繋いでいく役割を
もたせる。

雨水を溜めるタン
クを設置し、散水
や水やりに使用す
る。また水路に雨
水を流すことで、
水質を改善する。

水路のフェンスに
カウンターを設置
することで、散歩
する人や釣り人が
留まることのでき
る場所ができる。

水辺
中川や葛西用水の水辺は、八潮の特徴的な資源である一方、水質など
の環境的な問題を抱える場所でもある。そこで、市内の水路に対して
水質調査を行い、様々な水辺に対する活用方法を提案した。

■水辺のカウンター

■用水路タウン

■水の記憶
　中川のおはなし

■あまみず缶

用水路の蓋も兼ね
る 広 い 歩 道 に あ
る、車止めのポー
ルやフェンスを家
具化することで、
人々の交流場所が
生まれる。

柱やフェンスや廃
材などを使ったプ
ランターで緑化す
る。プランターは
取り外し可能で、
市民が思い思いに
育てていく。

マイナスイメージ
が強い公園の仮設
ト イ レ を、 大 切
に使ってもらえる
ように愛着のもて
るデザインを考え
た。

市 内 を 南 北 に 通
る、下妻街道の認
知度をあげるため
に、江戸時代の街
道のモチーフで道
標やバスのサイン
計画を行う。

■下妻街道周辺
　バス停整備計画

■高架下
　コミュニティ

■ポール
　コミュニケーション

■仮設トイレ



やしおのツカイカタ プロジェクト 2012
"Yashio no Tsukaikata Project" 2012
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■八潮工場図鑑

■藍染めハンモック■バスカグ

■工場カードマップ

■サクサク
　コミュニケーション

■つりばー＋ ■ピクチャー
　ウインドウ

■浮島ビオトープ

■楽がき ■パルコ屋号通り

■ヤシオ de ドマ

閉 鎖 的 な 空 間 と
な っ て い る 八 潮
ショッピングセン
ターに土間をつく
る。また、空き店
舗を利用して、商
店街の活性化へ貢
献。

八潮ショッピング
セ ン タ ー の ア ー
ケードに取り外し
可能なブランコの
設置。イベントや
目的によってブラ
ンコの配置を変更
する。

空き店舗のシャッ
ターをキャンバス
に見立て、落書き
ア ー ト を 展 示 す
る。

パルコ通り一帯に
共 通 の デ ザ イ ン
からなる屋号をか
け、通りに一体感
と密度感を生み出
す。

八潮の魅力を再発見
これまでの活動で発見した『八潮ならではの魅力資源』。
その中から、「水」、「昭和遺産」、「工場」の 3 つのテーマに絞り、現地調査・
歴史調査などを行った。前年度から引き続き、これらの魅力を最大限に活
かすために、「やしおのツカイカタ」を再考した。

昭和遺産
市内に残る懐かしい昭和の魅力に着目し、商店街や建物などを調査。
やしお市民祭りの来場者や、パルコ通り商店会とワークショップを行
い、昭和時代の遺産と呼べるもののツカイカタを提案した。 

工場
八潮市で元気に活躍する工場に着目し、『工場革命×八潮 OPEN』とい
うコンセプトで活動。工場見学で得た知識を活かし、市民の方や子ど
もたちに親しみをもってもらえるようなアイデアを提案した。

水辺
前年度と同じテーマで活動。今回は、綾瀬川・葛西用水に重点をおき、
水の歴史、水質改善、親水空間のあり方を考えた。現在の使われ方よ
り楽しく、より水辺に親しめるような空間を提案した。

土 手 道 に イ ス や
テーブル、掲示板
など様々なツカイ
カタができる木製
の柵を設置する。　

伝統工芸である藍
染めとハンモック
の 自 由 度 を 活 か
し、野外での居場
所をつくり出す。

水との接点が少な
くなった川に、親
水空間をつくる。
浮島が水質を浄化
し、生態系を回復
させる。

バス停のベンチ、
イスなどを八潮の
製品や廃材でつく
ることで、八潮の
工場をより身近に
感じさせる。

特徴のある工場の
情報を図鑑にまと
める。工場の活動
の見えやすさレベ
ルや工場を訪れた
際に体験できる活
動をアイコンで表
示。

あまり知られてい
ない工場を、特に
子どもたちに知っ
てもらうために、
工場をトレーディ
ン グ カ ー ド 化 す
る。

2012.4 - 2013.3

八潮の美しい川沿
いの風景を、普段
とは違う視点で眺
めることで、より
意識して感じるこ
とを目的とする。

川沿いに高さ・幅
の異なる天板を設
置。ベンチ、木琴
のような音が鳴る
もの、釣竿の固定
ができるものなど
をつくる。

▲八潮の工場見学 ▲まちづくりフォーラムの様子

■ロマン横丁ヤシヲ



水路の未来を考える
八潮の財産である「水路」は、市民
に必ずしも良い印象を与えていない
一面もある。
そこで、水路を活用するために、八
潮市全域の水質調査を行った。

▲水班による提案

会所橋
Kaishobashi 2011.12.-2012.3
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水路の歴史を伝える「会所橋」
何度もスタディを重ね、形やデザインを決定した。その後、どのように建
てるかは作業しながら決めていった。材料は、補修などのメンテナンスが
なく管理がしやすいものを使用し、草地側には、ワイルドフラワーをグラ
ンドカバーとして使用した。

用水路の上の小屋のような形の休憩所
昭和用水路は、周囲より地盤が高く農業用水が引けない潮止地域に、中川
から用水路をつくろうと、村民総出で工事して完成した歴史をもつ水路で
ある。平成の始めまで利用されていたが、潮止周辺地域の宅地化が進み、
農地が減少したことで役目を終えることになった。
この歴史ある水路沿いに、楽しみながら一休みできるスポットとして、ベ
ンチやカウンターをもつ休憩所を提案した。かつて水で街をつないでいた
場所に橋をかけることで、八潮の歴史を感じ、人と人をつなぐ橋となる。

▲水路での水質調査

座る位置に
よって高さが
変わるベンチ

水路を渡る太鼓橋

水路を眺めながら
休憩できるカウンター

▲完成した会所橋

▲モックアップの製作

▲完成時の集合写真

▲工事中の様子

▲内観



昭和の繁栄、街の形成を伝え、街のいいところを残す為に
昭和時代に生まれ、栄えた商店街 -- パルコ通り商店会。
今までの調査の中からパルコ通り商店会に焦点を当て、商店街周辺を対象
に模型を作成。その模型を用いて、市民祭りの際にワークショップを行い、
街の思い出や良かったところ、残していきたいところをマッピングしていっ
た。これをきっかけに、パルコ通り商店会の方や市民の方たちと、より一
層密接に関わることができ、新しい提案につながって行く出発点を得た。

パルコ通り商店会定例会に参加　ワークショップの報告
パルコ通り商店会の月に１度の定例会に参加し、模型を囲んで店主の方々
にお話を伺った。
対話を通してかつての思い出をうかがうとともに、今後どういうコラボレー
ションができるかというビジョンを共有した。

パルコ通り思い出マップ
聞き取り内容をまとめ、昭和・平成の
思い出がつまったマップを作成。

紫→今後も残したい
・築○年の立派な建物
・街のランドマーク
・地元の伝統的な祭り　等

赤→昭和の思い出
・昔よく行っていた飲み屋
・今はなくなったが欲しい物
・かつての遊び場　等

青→名称
・建物やお店の名前
・街のランドマーク
・○○さんの家　等

黄→平成の思い出
・よく集まる場所
・よく行くお店
・大好きな場所　等

■凡例

きおくのまちワークショップ  in  八潮
Kioku no machi Workshop in Yashio

▲様々な世代の方が参加した WS 当日 ▲完成した模型

▲聞き取り内容をまとめた思い出マップ

2012.10.28 

▲パルコ通り商店会でのお披露目 (2012/11/07)
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地域の人々と交流するハンモック
市内の特別養護老人ホームから、施設の敷地内に、
地域の人々が誰でも利用できる「みんなの庭」
＝「公園」をイメージした空間をつくりたいとい
う要望があった。
そこで、「工場班」が提案したハンモックを、敷地
にジグザグに配置することで、地域の人々が集ま
るコミュニティスポットをつくるという仕掛けを
提案し、２人掛けと 3 人掛けのハンモック型のベ
ンチを作成した。

▲設置後の様子　楽しく自由に交流できる場が生まれた

▲スタディ模型

▲完成イメージ ▲入居者と一緒に布を編む

▲組み立て作業

▲試作品を作成

▲市民まつりでのワークショップ

▲工場見学の様子 ▲廃材を使った編み物

▲八潮にある工場の地図

編み物ワークショップ
やしお市民祭りで、廃材の布を利用した鍋敷きや、ハンモックのネットを
つくる編み物ワークショップを開催した。布の編み方は学生が研究し、と
ても丈夫なものとなった。

▲廃材を利用した編み物の例　編み方を変えることで様々な模様、形を編むことが可能

廃材から新しい風景をつくる
八潮市は埼玉県第 3 位の工場数を
誇る工業集積都市である。街を歩い
ていても、あちこちから工場で働く
人々の活動の様子を感じることがで
きる。「工場班」は、これを八潮ら
しい風景と捉え、工場の活動が市民
に伝わりやすくなるような提案を検
討した。　
そこで、染め物工場から廃材として
出る布の端切れを使い、街に新しい
風景をつくることを目指した。

2013.7- 2013.11

ハンモックプロジェクト
Hammock Project

18 提案実現化モデル事業



▲パルコ通り商店会のガイドブック「PARBON」 ▲各店舗を詳細に紹介

▲パルコ通り模型の展示風景①

▲展示小屋外観

▲パルコ通り模型の展示風景②

▲地域住民に話を聞く学生
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街の記憶展
パルコ通り商店会が主催する夏祭りにおいて、パルコ通りの模型を製作し、
各店舗の紹介写真を展示した。模型は、八潮市内の紙工場に提供していた
だいた材料を使った。また、パルコ通りについての思い出や意見を来場者
が自由に書き込める黒板を設置した。当日はたくさんの小中学生や地域住
民が集まり、こうした人々とパルコ通り商店会の人たちをつなぐ展示となっ
た。

パルコ通り商店会のガイドブック
パルコ通り商店会夏祭りの準備を進めている中で、展示だけではなく、何
か形として残るものをつくりたいという意見が出てきた。そこで、模型で
は伝えきることのできない細かい情報を載せた、ガイドブックをつくるこ
とに。学生が、連日パルコ通り商店会に出向き、一軒一軒インタビューし
て集めた情報を凝縮して、夏祭り会場で来場者に配布した。

▲ 「水班」の構想スケッチ

▲完成した水辺カウンター　散歩の小休止やシティフィッシングを楽しむ場に

2012-2014.5

水辺カウンター
Water Side Counter

水と人との距離を近づける場所づくり
古くより水に囲まれ、水とともに生活のあった八潮だが、時代の変化によ
り水路は利用されなくなった。近年ではフェンスで仕切られたりコンクリー
トで護岸された水辺が目立ち、市民が近づきにくい空間となっている。そ
こで、親水空間を創出するために、「水班」より提案のあった水辺カウンター
を葛西用水につくることにより、人々が水辺を眺め、釣りや生態観察がで
きる場とした。

▲水辺カウンターイメージ ▲ 工事中の様子

街の記憶展
"Memories of Town" Exhibition 2014.08.24 
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やしお駅前公園プロジェクト

「八潮街並みづくり 100 年運動」に
おいて取り組むことになったやしお
駅前公園プロジェクト。駅前公園な
らではの魅力、八潮の「かお」とな
る公園、ほかの街からも来たくなる
公園など、これからの < 街 > と <
公園 > のより良い関係を目指して、
八潮市で行われた市民ワークショッ
プや商工会による公園提案を踏ま
え、デザインの検討を行った。2010
年度に行ったワークショップでは、
各大学ごとに事例調査やフィールド
ワークを行い、5 つの大学でデザイ
ンする強みをどのように活かせるの
かなどを考えながら作業を進めた。
2010 年度、1 年間を通して検討を
行ってきた公園計画は、最終的に「ヤ
シオカ公園」案を基本とすることに
まとまった。

プロジェクト概要 2009 2010

第 1 回ワークショップ市民ワークショップ

市民への意見調査商工会による公園提案 第 2 回ワークショップ

1st WorkshopCitizen Workshop

Idea Survey for citizenPark Proposal 2nd Workshop

2010.6.19

2010.7.19

2010.7.30

・1 つの公園像
・人の現象への着目
・八潮らしさ VS 公園らしさ
・ヤシオパーク
・二面性を持つ駅前公園

・小さな建築群
・重層設計プロセス
・ヤシオイベント広場
・ヤシオエキマエノ森
・もりプラン
・つまみプラン
・ねじれプラン
・ルーフプラン
・Transductive-enclosure
・八潮スカイラインズ

・公園フィールドワーク
・公園事例調査
・駅前公園事例のリスト化

第 3 回ワークショップ
3rd Workshop

事前調査報告会 各大学が設計方法を提案 各大学が計画案を発表

▲ WS の様子 ▲日本工業大学の提案の一部 ▲学生が先生方に案の発表

駅前公園のデザインの検討にあた
り各大学が事前に調査し、その報
告会を行った。国内外から事例を
収集し、八潮市の新しい顔となる
公園のきっかけを探った。

事前調査を基に各大学がそれぞれ
駅前公園のデザインの方法を提案
した。ひとつの敷地を５大学でど
のように分担し、デザイン検討し
ていくなどの議論がなされた。

第 1・2 回のワークショップでの
報告を基に、各大学が計画案を発
表した。大学連携では、周辺環境
を踏まえた計画などバリエーショ
ンに富んだ案が提示された。

第 1 回ワークショップ 第 2 回ワークショップ 第 3 回ワークショップ
1st Workshop 2nd Workshop 3rd Workshop2010.6.19 2010.7.19 2010.7.30

案を絞り、共同作業を開始

▲ 5 大学が共同で作業を行う

各大学が案を一つにまとめ発表、
「神戸大学＋神奈川大学」「 リミッ

クス」「つまみ丘公園」の 3 案に
計画を絞り、5 大学の共同による
作業を開始した。

第 4 回ワークショップ
4th Workshop 2010.8.8 - 9
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第 5 回ワークショップ第 4 回ワークショップ

外交官 ( 調整担当者 ) 会議 第 6 回ワークショップ

神戸ワークショップ
5th Workshop4th Workshop

Diplomat Meeting 6th Workshop

Kobe Workshop
2010.9.12010.8.8-9

2010.8.23 2010.9.18-19

2010.10.16
・活動の森
・Re:mix 設計プロセス
・全体が一つの丘であり
   様々 な場を内包する公園

・つまみプラン

・活動の波紋
・リミックス + 丘
・ヤシオカ公園

・100 活園
・八潮大地
・ヤシオカ公園

選抜 3 案の発表、講評 市長、関係者に発表 4 年越しの計画が実現

▲模型を使った会議の様子 ▲模型をのぞき込む多田前市長

「活動の波紋」「リミックス＋丘」
「ヤシオカ公園」の 3 つの案の発表、

講評を行った。各要素がうまくま
とめられバランスをとりつつ計画
が進められた。

第 5 回ワークショップで出た意見
やアイデアなどを踏まえ、「100 活
園」「八潮大地」「ヤシオカ公園」
の 3 案がまとめられ、市長や関係
者への発表が行われた。

2010 年度に「ヤシオカ公園」案を基本とすることでまとまった、やしお
駅前公園プロジェクトは、日本工業大学が中心となって全体のデザイン計
画を詰め、ディテールの検討などを進めた。また、公園整備を行う八潮市
においては、このデザイン計画を受け、基本設計、実施設計に反映し、公
園整備工事が進められた。

第 5 回ワークショップ 第 6 回ワークショップ
5th Workshop 6th Workshop2010.9.1 2015.3 完成予定2010.9.18-19

やしお駅前公園

やしお駅前公園

Yashio Station Park

Yashio  Station Park

2014

2015.3 完成予定
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2010.6.19 2010.7.19

第 1 回ワークショップ 第 2 回ワークショップ
1st Workshop 2nd Workshop

▲ WS の様子

▲ WS の様子

公園事例　駅前
　　　

・他の立地条件と比べて、遊具、緑地などの要素を持つことが少ない。
・一方で、駅前という性質からか、ランドマーク性をもつモニュメントが多い。

名称：阪神尼崎駅前
所在地：兵庫県尼崎市神田中通1丁目・神田北通1丁目9番地
規模：1.23ha
設計：環境設計㈱

名称：札幌駅南口広場
所在地：札幌市中央区北5条西3丁目
規模：1.4ha
設計：(株)ドーコン(内藤隆吾、西山禎彦、福原賢二、宮谷内旨朗)
　　  北海道大学大学院(小林英嗣)

名称：勾当台公園
所在地：宮城県仙台市青葉区本町3丁目
規模：2.7ha
設計：東京ランドスケープ研究所

IBARAKI Univ.  TERAUCHI Lab.

▲茨城大学が収集した公園事例の 1 つ

設計への事前調査
プロジェクトをはじめるにあたり、公園に必要な要素や条件を把握するた
め、各大学で役割分担をし、植栽・親水・遊具・照明などについて調査した。
国内外から事例を収集し、やしお駅前公園の基本デザインの土台をつくっ
た。大学ごとにグループに分かれ現地調査を行い、駅前公園に何が求めら
れているのか、どのように協力すれば、5 つの大学でデザイン検討する強
みが活かせるのかなどを考え、公園の検討を進めていくことを確認した。

公園デザインの検討方法を議論
1 つの敷地を 5 大学でどのように連携して公園デザインの計画としていく
かを、各大学が提案し議論を行った。単に敷地を５つに分割するという方
法ではない、連携 5 大学の関わり方を考えた。
1 つのコンセプトのもとで、分割した敷地に各大学が設計するという神奈
川大学の案や、各大学の範囲に、他の大学の小さな範囲が入り込むことで
多様な関係性を生み出すという、日本工業大学の案 ( 飛び地システム )、人
の速度・密度、光質など、八潮駅前で起こる人の様々な現象に着目した公
園とすることで、訪れる人によって、公園の風景がつくられるという信州
大学の案など様々な提案がなされ、公園デザインを進める上での方針を確
認した。

▲神奈川大学が収集した照明の事例

Bloomberg Ice

クライン・ダイサム　アーキテクツ

　Ｂｌｏｏｍｂｅｒｇ　ＩＣＥは金融・経済な

どの総合情報サービスを行っているブルーム

バーグの情報掲示板。

　ＬＥＤによって株価の情報が流れ、ディスプ

レイを触ることによって画面が反応し、ゲーム

なども楽しめる空間となっている。

site: 丸ビル

神奈川大学　曽我部研究室

Ｖｏｌｕｍｅ

United　Visual　Artists

　人間の動きにあわせて変化する LED のインス

タレーション。３か月という長い期間博物館の

エントランスに設置されていた。

46 本の円柱型の LED を使い、森のようなボ

リュームのある照明と音で、団体でも個人でも

探検できるような空間を演出した。それぞれの

柱にスピーカーがついている。

site:ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館

　　( ロンドン )

Sonumbra

Loop.ph studio

日差しがさしている日中に充電し夜に発光する

ライト。ロンドンデザインフェスティバル 2009

に出品された不思議なライト。植物に巻きつけ

ることで、夜の公園を彩る。ライトの材質は光

ファイバーで構成されている。

site: ロンドンデザインフェスティバル 2009

名称 ・概要 写真

＋ ＋ ＋ ＋ ＝

飛び地システムについて

＋
大きな敷地 小さな飛び地

１　各大学が大きな敷地と、小さな飛び地を担当する。

３　それらが５つあつまることで八潮公園が出来上がる。

      多様なシーンとアクティヴィティが発生する。

＋ ＝

２　飛び地は、他の大学が担当する大きな敷地の中に入り込む。

＋ ＋ ＋ ＋ ＝

飛び地システムについて

＋
大きな敷地 小さな飛び地

１　各大学が大きな敷地と、小さな飛び地を担当する。

３　それらが５つあつまることで八潮公園が出来上がる。

      多様なシーンとアクティヴィティが発生する。

＋ ＝

２　飛び地は、他の大学が担当する大きな敷地の中に入り込む。

▲日本工業大学が提案した「飛び地システム」

1

3

2各大学が大きな敷地と、小さな飛び地を担当する。

大きな敷地 小さな飛び地

それらが 5 つあつまることで八潮公園ができあがる。
多様なシーンとアクティヴィティが発生する。

飛び地は、他の大学が担当する
大きな敷地の中に入り込む。

▲「飛び地システム」により想定された各大学の敷地

▲各大学が提案した模型

名称：阪神尼崎駅前
所在地：兵庫県尼崎市神田中通 1 丁目・神田北通 1 丁目 9 番地
規模：1.23ha
設計：環境設計㈱

公園事例　駅前
・他の立地条件と比べて、遊具、緑地などの要素をもつことが少ない
・一方で、駅前という性質からか、ランドマーク性をもつモニュメントが多い

V o l u m e
United　Visual　Artists

人間の動きに合わせて変化する LED の
インスタレーション。3 か月という長い
期間、博物館のエントランスに設置さ
れていた。
46 本円柱型の LED を使い、森のような
ボリュームのある照明と音で、団体で
も個人でも探検できるような空間を演
出した。それぞれの柱にスピーカーが
ついている。

site: ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館
　　( ロンドン )



23八潮駅前公園プロジェクト

2010.7.30 2010.8.8 - 9

第 3 回ワークショップ 第 4 回ワークショップ
3rd Workshop 4th Workshop

各大学が計画案を提案
第 1・2 回ワークショップを基に、連携 5 大学がそれぞれ個別に公園計画を
提案した。
2008・2009 年の調査を踏まえ 5 つのデザイン要素を抽出し、それぞれの要
素に見合った設計を 1 つに統合することでズレを生み出すという東京理科
大学の案など、各大学が第 2 回ワークショップでの意見・アイデアを踏ま
えて公園の計画案を提示した。

計画案を統合、共同設計を開始
第 3 回ワークショップの成果に基づき、各大学がブラッシュアップした案
をまとめ発表を行った。発表を踏まえて、5 つの案を 3 案に統合し共同設
計を開始した。
ヒューマンスケールに特化した神戸大学案とヒューマンアクティビティを
考える神奈川大学案を合わせた「神戸大学＋神奈川大学」、信州大学の案を
基にし茨城大学の案で補完する「リミックス」、日本工業大学の案を発展さ
せていく「つまみ丘公園」の 3 案とする方針が固まった。

つまみプラン
日本工業大学が提案した 4 つのプラ
ンのうちの 1 つ。地面をつまみ上げ
景色や活動に表情を出す、というプ
ランであり、起伏を 1 つのポイント
として様々な場をつくるという提案。 

平面図　　S=1:1000

地面に切れ目を入れ、つまみあげ

たような起伏をつくります。

建築になるポイントを５つつくり、

５大学で分担して設計をします。

ポイントの頂点には大きな木を植

えて木陰で休めるようにします。

この起伏は、面を分節するポイント

として点在し、建築にもなります。

つまみプラン

住宅地に開いている

市民農園

畑仕事のあとはひさし

の下でひと休み

鉄塔や起伏が遊具

として使える子供

たちの場所
いろいろな場所の移り変わりを体験

しながらショートカットが出来る

池をかこんだのん

びり出来る場所

駅前と連続した

イベントスペース

カフェが設置され、八潮に

来た人たちを迎え入れる

八潮市の情報などを

得られるギャラリー

起伏を利用してスケボー

など出来るスポーツの場

木が密集し、落ち着いた

場所になっている

起伏の上から木陰に包まれながら公園を見渡すことができる。

起伏と起伏の間では面どうしが繋が

り、抜けをつくり広がりを感じる。

平面図　　S=1:1000

地面に切れ目を入れ、つまみあげ

たような起伏をつくります。

建築になるポイントを５つつくり、

５大学で分担して設計をします。

ポイントの頂点には大きな木を植

えて木陰で休めるようにします。

この起伏は、面を分節するポイント

として点在し、建築にもなります。

つまみプラン

住宅地に開いている

市民農園

畑仕事のあとはひさし

の下でひと休み

鉄塔や起伏が遊具

として使える子供

たちの場所
いろいろな場所の移り変わりを体験

しながらショートカットが出来る

池をかこんだのん

びり出来る場所

駅前と連続した

イベントスペース

カフェが設置され、八潮に

来た人たちを迎え入れる

八潮市の情報などを

得られるギャラリー

起伏を利用してスケボー

など出来るスポーツの場

木が密集し、落ち着いた

場所になっている

起伏の上から木陰に包まれながら公園を見渡すことができる。

起伏と起伏の間では面どうしが繋が

り、抜けをつくり広がりを感じる。

平面図　　S=1:1000

地面に切れ目を入れ、つまみあげ

たような起伏をつくります。

建築になるポイントを５つつくり、

５大学で分担して設計をします。

ポイントの頂点には大きな木を植

えて木陰で休めるようにします。

この起伏は、面を分節するポイント

として点在し、建築にもなります。

つまみプラン

住宅地に開いている

市民農園

畑仕事のあとはひさし

の下でひと休み

鉄塔や起伏が遊具

として使える子供

たちの場所
いろいろな場所の移り変わりを体験

しながらショートカットが出来る

池をかこんだのん

びり出来る場所

駅前と連続した

イベントスペース

カフェが設置され、八潮に

来た人たちを迎え入れる

八潮市の情報などを

得られるギャラリー

起伏を利用してスケボー

など出来るスポーツの場

木が密集し、落ち着いた

場所になっている

起伏の上から木陰に包まれながら公園を見渡すことができる。

起伏と起伏の間では面どうしが繋が

り、抜けをつくり広がりを感じる。

地面に切れ目を入れ、つまみあげたような
起伏をつくる

この起伏は面を分節するポイントとして点
在し、建築にもなる

建築になるポイントを５つつくり、５大学
で分担して設計。ポイントの頂点には大き
な木を植えて木陰で休めるようにする。

◀︎▲各大学の 5 つの提案
　　これらを組み合わせること
　　で 3 案にまとめあげた
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2010.9.1 2010.9.18 - 19

第 5 回ワークショップ 第 6 回ワークショップ
5th Workshop 6th Workshop

選抜 3 案の発表、講評
第 4 回のワークショップでまとめられた「神戸大学＋神奈川大学」「リミッ
クス」「つまみ丘公園」の 3 案に 5 大学の学生を振り分けて作業し、まとめ
たものについて発表、講評を行った。

「活動の波紋」「リミックス＋丘」「ヤシオカ公園」のそれぞれについて先生
を交えて意見交換し、次回ワークショップに向けてのブラッシュアップの
方針を確認した。

市長、関係者らに選抜 3 案をプレゼンテーション
第 5 回ワークショップで出た意見やアイデアなどを踏まえ、「100 活園」「八
潮大地」「ヤシオカ公園」の 3 案にまとめられ、市長や関係者らへのプレゼ
ンテーションが行われた。

▲ヤシオカ公園　八潮駅側から見たイメージパース

▲ヤシオカ公園　平面図

▲ 100 活園　模型写真 ▲八潮大地　平面図

活動の波紋

細分化された多数の小公園が集ま
る。さらに、公園としての機能を満
たす為に、トイレ、防災備蓄倉庫、
イベント広場、などの配置を具体化
した。

リミックス + 丘

各大学が持ち寄った案をミックスさ
せてつくった丘をもつ計画案。各要
素がうまく横断、共存できるバラン
スをとりつつ計画が進んだ。

ヤシオカ公園

8/21 の外交官 ( 調整担当者 ) 会議に
おいてまとめた案をブラッシュアッ
プした計画案。駅から街への主要動
線など、より具体的な条件が反映さ
れた。
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2015.3 完成予定

やしお駅前公園
Yashio Station Park

2010 年度に始まった計画が実現
2010 年度、1 年間を通してデザインを検討してきたやしお駅前公園プロジェ
クトは、「ヤシオカ公園」案を基本とすることでまとまった。その後、日本
工業大学が中心となって全体のデザイン計画を詰め、ディテールの検討な
どを進めた。
公園整備を行う八潮市においては、これらのデザイン計画を受け、基本設
計（2010 年度）、実施設計（2011、2012 年度）に反映し、2015 年 4 月のオー
プンに向けて整備工事が進められることになった。今後、この公園を訪れ
る市民の方々や利用者に、末永く愛されることを期待してやまない。

▲最終案　断面図

▲最終案　平面図



住宅を考える面白さを伝える 土地の個性を引き出し住みこなす 八潮らしさを取り入れる
▲ WS に参加した子どもたちと大学生 ▲東北工業大学の提案した『マスクメロン街区』 ▲八潮市内に建てられた T 邸

ジュニアワークショップでは、八潮市のリサー
チおよび各大学の提案した建築プロジェクトを
基に、市内に住む子どもたちと学生が一緒にな
り、子どもたちの「わたしの理想の家」を作るワー
クショップを行った。

街並みの原点である「住宅」に着
目し、八潮で家づくりを考えてい
る人々に連携 5 大学が協力し楽し
みながら家をつくることを目的と
したプロジェクト。
市内の子どもたちと「わたしの理
想の家」をつくる「ジュニアワー
クショップ」をはじめ、フィール
ドワークから得られた八潮らしい
特徴をもつ敷地を選定し、住宅モ
デルの設計を行った。市民の方々
と学生が一緒に住宅を設計する「家
づくりスクール」は 2 回開催され、
どちらも個性的な計画が数多く生
まれた。これらの活動の中で得られ
た「八潮らしい家づくり」の作法
は「やしお家づくりデザインマナー
ブック」にまとめられている。

八潮市全域のフィールドサーベイから、八潮ら
しい特徴をもった想定敷地を 7 つ選び、それぞ
れの敷地に対して 5 大学の学生が住宅モデルの
設計を行った。どの提案も敷地の個性を活かし
たモデルに仕上がった。

八潮市では、地域に根ざした街並みづくりのコ
ンセプトを取り入れた家づくりの普及を行って
いる。T 邸はこれらのコンセプトを取れ入れた住
宅であり、内部から外構に至る細部まで「八潮
らしさ」にこだわった。

家づくりプロジェクト

2008プロジェクト概要 2009 2010

ジュニアワークショップ

ジュニアワークショップ T 邸 プロジェクト

第 1 回 家づくりスクール

八潮らしい住宅モデル

フィールドワークプロジェクト

Junior Workshop

Junior Workshop "T House" Project

"Ie Zukuri" School

"Yashio rashii" House Model

八潮らしい住宅モデル
"Yashio rashii" House Model

Fieldwork Project

2008.9.14 - 9.15

2008.9.14 - 9.15

2009.6.6 - 11.21

2009.7.25 - 11.22

2008.5.31 - 9.15

・マスクメロン街区
・オカノイエ
・八條の角屋
・密集イエイエ
・町工場と袋小路と家と
・オカケンチク
・ホウチメリット

26 家づくりプロジェクト

2009.7.25 - 11.22 2013.6 - 10



「八潮らしい」家づくりのマナーを紹介
▲八潮街並みづくり 100 年運動の紹介から、実際の家づくりスクールで生まれたアイデアなどが紹介されている

市民の方々と街並みの原点である「住宅」に着目し、八潮で家づくりを考えている人が楽しみながら
住宅をつくることで街並み形成に取り組めるよう、「やしお家づくりデザインマナーブック」を作成。
八潮街並みづくり 100 年運動を進める中で 5 大学から提案された「家づくりのアイデア」を掲載し、
八潮で家を建てる際に配慮する「マナー ( 作法 )」を紹介している。
また、八潮市では「やしお家づくりデザインマナーブック」に基づく住宅の普及を目的とした「八潮
らしい街並み景観形成支援補助制度」を創設 (2013 年度～ ) した。2014 年度には、このマナーブック
に基づいた住宅が誕生した。

理想の住宅を考える
2008 年度のフィールドワークから八潮らしい特
徴をもった敷地を選定し、市民の方々と学生が 4
回のスクーリングを通して、『地域の特色を活か
した家』『住んでみたい家』『建てたい家』の設
計を行った。

2011 2012 2013 2014

第 2 回 家づくりスクール

T 邸 プロジェクト

やしお家づくり
デザインマナーブック

やしお家づくりデザインマナーブック家づくりスクール

やしおのツカイカタプロジェクト

"Ie Zukuri" School

"T House" Project

Yashio Ie Zukuri Design Manner Book

Yashio Ie Zukuri Design Manner Book"Ie Zukuri" School

"Yashio no Tsukaikata" Project

2012.6.6 - 11.21

第Ⅱ期　2012.7.15 - 12.2

2013.6 - 10

2013.4

2013.4
第Ⅰ期　2009.6.6 - 11.21

2008.5.31 - 9.15

・庭とつながる家
・スキップフロアの家
・おおきな円側の家
・風の通る家
・大テラスの家

▲やしお家づくりデザインマナーブックに
　基づいた住宅が完成

・ビューラー鎖樋
・アスファルト飛び石
・ピンコロ石
…

パートナーシップによる家づくり パートナーシップによる家づくり

や し お
家 づ く り
デ ザ イ ン
マナーブック

やしおらしい家
づ
く
り
を
楽しもう !!

1
C O N T E N T S

八潮らしく、
家をつくるということ

八潮に住む魅力　建築家 5 人が感じる「八潮らしさ」とは

02

巻頭 special!

2 八潮ではじめよう　家づくり
八潮ではじめよう　家づくり

09

やしお家づくりデザインマナーブックってなに？
八潮の魅力紹介！

コラム 1　昔はこんなところだった！（八潮すまいの歴史）

10

18

3 家を建てる前に
家を建てる前に

19

家づくりに対するイメージや要望を整理しよう！
新しい暮らしの場を探そう！

20

ワークシート 1　家づくり要望まとめワークシート21
ワークシート 2　敷地探しお役立ちワークシート25
コラム 2　八潮はこんなに暮らしやすい！（八潮の住宅事情）26

4 家づくりアイデア集27

家づくりのコンセプト28

家族のつながり
住み心地の良い空間づくり

30

地域のつながり
おもてなしの空間づくり
くつろぎの空間づくり
緑のうるおい空間づくり

32

街並みのつながり
圧迫感のない街並みづくり
一体感のある街並みづくり
表情豊かな街並みづくり

38

モデルプラン
実践！家づくりレポート

44

5 家づくりお役立ち情報57

家づくりお役立ち情報
家づくりのパートナーを探そう！
家づくりに必要なお金について知ろう！

58

ワークシート 3　家づくりの資金計画
　　　　　　　    ワークシート

60

67 参考資料
家づくり用語集68

家づくりに役立つ制度を知ろう！
人と環境にやさしい家づくり手法について知
ろう！

27家づくりプロジェクト

▲ 2009 年度家づくりスクール ▲ 2012 年度家づくりスクール



リサーチからプロジェクト、ワークショップへ
自転車を使って八潮の街のリサーチを行った。参加している 5 大学の学生
が市内をくまなく走り、特徴的な場所を採取、その後ディスカッションを
行い、各大学がリサーチから得られた発見や課題を建築プロジェクトとし
て制作した。各大学が制作したプロジェクトを土台にして、市民の方々と
ディスカッションする討論会を行った。市民の子どもたちが建築家となっ
て学生たちと「わたしの理想の家」をつくるワークショップは、参加した
子どもたちなど参加者に住宅を考える面白さを伝えた。

土地の個性を引き出し、楽しんで住みこなす
八潮市全域から、八潮らしい特徴をもったモデルとなる敷地を 7 つ選定、
各敷地にそれぞれの大学が住宅モデルの設計を行った。『オンリーワンの住
宅モデル』『住みこなす楽しみ』『個性に < 理由あり >』『建築家・大学研究
室とのコラボレーション』『まちに参加する住まい』という特徴をもつ個性
的な住宅モデルが仕上がった。

子どもたちの考える「夢の家」
子どもたちが考える理想の住宅には、クワガタ虫型の家やトランポリンを
使わないと入れない家など豊かな発想のものが多くみられた。中には " 緑
化 " や " 環境に配慮したエネルギー " を考えたエコ住宅の提案もあり、環境
問題に対する子どもたちの関心の高さが垣間見られた。子どもだけでなく、
学生、先生にとっても有意義なワークショップとなった。

▲日本工業大学が考えた住宅モデルの 1 つ▲ジュニアワークショップの様子

八潮らしい住宅モデルジュニアワークショップ
"Yashio rashii" House ModelJunior Workshop

▲学生が自転車にのって市内をくまなくリサーチする ▲市民との意見交換会

28 家づくりプロジェクト

2009.7.25 - 11.222008.9.14 - 9.15

▲敷地をプロットしたマップ▲八潮らしい特徴をもつ 7 つの敷地



「八潮らしさ」を取り入れた住宅
2008 年度から続くフィールドワークや、2012 年度に行った『工場革命』
プロジェクトなどから得られた「八潮らしさ」を取り入れた住宅を設計し
た。調査の際に八潮の産業とその廃棄物を把握することで、それらを住宅
に結びつけた。街並みづくりのコンセプトである『つながり』を意識して、
工場から出る廃材を利用するとともに、八潮の土や植物を使用することで、
細部まで八潮らしさにこだわった住宅となった。

八潮の材料を使った外構、茶室計画
T 邸の外構や茶室には、八潮にある工場から出る廃棄物の中から利用可能
なものを選別して利用している。鎖樋 ( くさりどい ) には世界一のシェアを
ほこるビューラー工場から出る不良品を再生利用するなど、八潮の材料を
様々に工夫、加工し住宅の内外に利用している。

▲学生の考えた T 邸の外構計画

T 邸プロジェクト
"T House" Project

マンホールの外流し
マンホールを外流しの底

に使う。まわりには木片

を敷く。

木片を畑に
家庭菜園の畑のふちに木片をな

らべて土留めに使う。

木片とパチンコ玉と砂利
雁行させたアプローチに木片と

パチンコ玉と砂利を埋める。

木片を生け垣に
木片を小口積みにして

生け垣をつくる。

木片

木片飛び石
アプローチよりひかえめに自転

車置き場までつくる。

オリーブ

ハナモモ

クチナシジューンベリー

シモツケ

ウバメガシ

―Ｔ邸外構提案―

ロウバイ イロハモミジ

カクレミノ

イロハモミジ

S=1:100

駐車場

リビング

玄関

寝室 茶室

金属片を灯籠に
坪庭に、型を抜いたとき

に出る廃材の金属片で灯

籠をつくる。

テラゾーブロック（人

工大理石）を飛び石に
ビューラー、お菓子の缶の

破片、パチンコ玉などの八

潮の廃材を埋め込んだ人工

大理石を露地に飛び石とし

て配置する。

カルバートを腰掛けに
カルバート（鉄筋コンクリー

ト管）を腰掛けにする。グ

レーチング蓋の座面の上に、

廃材の布で編んだ座布団を

敷いて使う。

ビューラーを鎖といに
廃材のビューラーをつない

で鎖といにする。

ドラム缶と樹脂パイプ

をつくばいに
廃材のドラム缶と樹脂パイ

プを組合せて、水を引き、

つくばいをつくる。

＊露地のイメージ＊
露地を歩くと、八潮の廃

材が次々に目に飛び込ん

でくる。

塀には廃材の木片を使

い、飛び石には木片とテ

ラゾーブロック（人工大

理石）を使う。

木片とテラゾーブロックを組み合わせる

木片のみ テラゾーブロックのみ

＊家庭菜園・テラスのイメージ＊

＊コンセプト＊
足下や塀には木片を使って統一感を出しつつ、

所々に八潮の工場廃材を取り入れ、「八潮らしさ」

が伝わるような外構を提案します。
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▲実際に竣工した T 邸

2013.6 - 10

Proposal
- 建具

Proposal
- 茶室

ツインカーボとシナベ
ニアで棚の扉を製作し
た。2 種類の扉が棚に
独特のリズムを与えて
いる。ツインカーボの
建具は、明障子のよう
に柔らかく光を透過す
る。

市内で採れた材料を使
用することにこだわっ
た茶室。市内の土を使
用した土壁は、土を焼
くことで色味を変化さ
せた。
天 井 は、 市 内 の 工 場
で あ る 平 澤 製 作 所 の
ビューラーの廃材を紐
で縫い合わせ製作した。

神奈川大学

Proposal
- 外流し

Proposal
- 玄関アプローチ

廃 材 の 御 影 石 ピ ン コ
ロ・ブロックを使って
外流しを囲い、受け皿
にも敷き詰めた。
合わせてモザイクタイ
ルを使い、水栓柱に装
飾を施した。

コンクリート平板を基
調に、アクセントとし
て ピ ン コ ロ 石 を 敷 い
た。
配列の角度は玄関や生
垣のラインを基準に定
めている。

神戸大学

Proposal
- 版築

Proposal
- 植栽・瓦土留め

茶 室 か ら の ア イ・ ス
トップとして版築の壁
を提案した。
土 の や わ ら か い 表 情
と、テーパーを付けた
不均一な壁面による陽
光の反射が、茶室に独
特の雰囲気を与える。

路 地 の 奥 行 き に し た
がってシマ状に植栽を
点在させた。各シマに
は視覚効果を考慮して
四季折々の花々を配置
した。
また、瓦土留めによっ
て植栽を仕切ることで
路地のアクセントにし
た。

東京理科大学

Proposal
- 書斎棚

Proposal
- 駐車場棚

書斎で使うために考え
られた棚。色は床と合
わせたものになってい
る。棚の高さは机と揃
えて使えるようにして
ある。リビング側から
も使えるように背板が
中 央 に あ る 部 分 も あ
る。

室内にしまいきれない
道具や家庭菜園で使う
道具を収納するための
棚。壁に沿って屋内用、
屋外用と分けて設置し
た。様々なものに対応
できるように幅広い棚
にし、長いものも収納
できるように縦長の棚
も設けた。

日本工業大学

Proposal
- ビューラー鎖樋

Proposal
- アスファルト飛び石

茶室横の雨樋は市内の
工場である沼澤製作所
のビューラーの廃材を
組 み 合 わ せ て 製 作 し
た。組み合わせ方や配
列を調整することでオ
リジナルかつ八潮らし
い鎖樋を目指した。

露地には飛石を敷き、
茶室へのアプローチを
演出した。アクセント
として廃材のアスファ
ルトを使い、道のりの
なかに八潮らしさを取
り入れた。

信州大学



▲家づくりスクールの様子 ▲受講生に渡された修了書

家づくりスクールとは？
八潮市で家を建てたいと考えている市民の方が受講者となり、「八潮街並みづくり 100 年運動」に関わる 5 つの大学と共に、希望の家づくりを考えるワー
クショップを行った。スクールでは、受講者の要望を基に具体的な間取りまで検討し、八潮らしい家の設計を行った。

第 1 回　2009.6.6
「家づくりのための講座」を開催。市民の方々 8 組をクライアントに、連携

5 大学の学生を設計者に見立て、「住んでみたい家」「建てたい家」を考え
るワークショップを行った。茨城大学の寺内美紀子准教授 ( 現信州大学准
教授 ) による家づくりに関する講演の後、受講生と学生の顔合わせ、間取
りの打ち合わせをし、現地調査を行った。

第 2 回　2009.7.26
東北工業大学の槻橋修講師 ( 現神戸大学准教授 ) による「家づくりから始め
るまちづくり」についての講演後、第 1 回のスクールでの打ち合わせ内容
を基に、各グループが図面や模型を用いて、受講者の方々に提案を説明した。
その後、提案された住宅について各グループで打ち合わせを行った。

第 3 回　2009.8.22
2 回目の提案となったこの回では、各住宅の大体の間取りが決まり、細か
な部分の調整が行われた。プランや天井高、また光の取り入れ方といった
具体的な検討をし、最終的に提案する住宅の形が見えてきた。

第 4 回　2009.11.21
家づくりスクール最終回。8 つのグループが考えた住宅の最終提案の発表
を行った。それぞれの班で受講者と学生とが打ち合わせを行った結果、敷
地の読み込みから、周辺環境の取り込み方などを踏まえた、個性溢れる 8
案が仕上がった。受講した方々のうち 1 組が、このスクールで設計した八
潮らしさを取り入れた住宅の建築に至った。
発表後には、受講生の方々に 5 大学の先生が修了書を贈呈した。

30 家づくりプロジェクト

家づくりスクール
"Ie Zukuri" School 第Ⅰ期　2009.6.6 - 11.21

1
この家は 100 坪の敷地を全体的に使うこと、天井高
の高い開放的なリビングと来客用の和室、洋風の外
観といった要望を基に計画された。
建物の外側全体をベランダで縁取り、内側には吹き
抜け、庭には東屋を配置して中のような外、外のよ
うな中を実現して敷地の空気感を満喫できる。

内 / 外
日本工業大学

2
市内で材木店を営む住宅の二世帯住宅化と雑貨屋の
改装計画。
新築 ( 増築 ) 部分を中心とした住居・店舗・卸しの共
通の認識をつくり出すプラットフォームのような建
物を設計した。木の良さを最大限に感じられるよう
な外観と緑がセールスポイントとなっている。

モコモコプラットフォーム
東北工業大学

3
施主は具体的な建替えの予定はないが将来の家の構
想のためにと参加した。
様々な要望の中から草の屋根を用いて室内の温度上
昇を防ぎ木漏れ日をもたらす、風の部屋や土の寝床
で環境に優しく快適な空間を実現といったアイディ
ア満載の家が出来上がった。

風のすまい
信州大学

4
夫婦 2 人のための家。まずは敷地選びからスタート
し、外の視線を気にせず生活できる、収納がたくさ
んある、明るく広いリビング、風通しがいいといっ
た要望を基に計画された。
空中庭と 3.3m の大きな窓を設ける事で北側接道で
ありながら、光をふんだんに取り入れられる家となっ
た。

空中庭がある家
神奈川大学

5
老後の一人暮らしを想定するクライアントのための
建替え計画。バリアフリー、平屋等といった要望の
中で特に賃貸アパートも一緒に建てて貸し出したい、
という特徴があった。
サンルームが設けられた施主の家とアパートを親子
に見立て構成し、緩やかな関係性を生み出す。

サンルームをもつ親子
茨城大学

第Ⅰ期 家づくりスクール (2009 年度 )



▲家づくりスクールの様子 ( 第 2 回 ) ▲家づくりスクールの様子 ( 第 4 回 )

第 1 回　2012.7.15
5 組の受講生と 5 大学で、希望する家づくりに向けて家づくりスクールを
開校。今回の家づくりスクールでは、敷地の中に、市の所有する保留地があっ
たことが前回のスクールと異なる点である。第 1 回は顔合わせや敷地調査
などをメインに行った。

第 2 回　2012.9.1
第 2 回の家づくりスクールでは、1 回目のスクールでの受講生の希望に基
づく住宅の設計図を学生が発表し、協議を行った。その後、寺内美紀子准
教授 ( 信州大学 ) が「八潮での家づくり」の講話を行った。

第 3 回　2012.10.21
3 回目のスクールでは、最終回の家づくりスクールに向けて具体的な形が
見えてきた。2 回目のスクールでの提案に対する受講生の要望などが反映
され、具体的に家をつくることの楽しさを、受講生だけでなく学生もわかっ
てきた。

第 4 回　2012.12.2
家づくりスクール最終回。5 つのグループが考えた住宅の最終提案の発表
を行った。それぞれの班で受講者と学生とが打ち合わせを行い、敷地の読
み込みから、周辺環境の取り込み方などを反映した、個性溢れる 5 案が仕
上がった。
発表後には、受講生の方々に 5 大学の先生方から修了書が贈呈された。

31家づくりプロジェクト

第Ⅱ期　2012.7.15 - 12.2

1
仕切りのない明るい家、自慢のガーデニングが室内
から眺められる明るいリビング、といった要望を基
に計画された住宅。
リビングルームを庭に開くことで、内外をゆるやか
につなぐ心地よい空間を生み出し、風が通り抜ける
空間となっている。

庭とつながる家
日本工業大学

2
広い庭を活かした開放的なリビングという要望と、
南北に短く、東西に長い敷地の特徴を活かし、東西
に長いリビングダイニングとした。インナーテラス
を設けることで、庭を住宅内部にまで引き込むと共
に、奥まで光を引き入れ、南側の庭をより広く取れ
る計画となっている。

大テラスの家
神戸大学

3
既存建物を残したまま敷地内に新たな住まいを建て
る計画。母屋との行き来が気軽にできるようにとい
う要望から、建物を少し斜めに配置することで、既
存母屋と増築建物の間に中庭のようなスペースをつ
くった。円側はこの空間に新しい魅力を与え、母屋
との程よい距離を保つことにもつながる。

おおきな円側の家
東京理科大学

4
2 世帯が暮らす住宅の計画。家族を感じながら料理
をしたいという受講者の要望を受け、上下階を結ぶ
場所にある「リビング・キッチン・ダイニング」は
2 世帯の生活を穏やかにつなぐ場とした。次世代へ
の移行といった長期的な時間の変化に対応できる住
宅とするための、重要な場所でもある。

スキップフロアの家
神奈川大学

5
川に近く広い敷地を活かして、風を感じられる開放
感のある家、という要望を基に計画された住宅。
外から家の中へと続く空間を設け、内部に風の通り
道をつくりだし、魅力的なアプローチ空間とするこ
とで、ホールと一体となった広々した空間となる。

風の通る家
信州大学

第Ⅱ期 家づくりスクール (2012 年度 )



1. 八潮らしく、家をつくるということ

やしお家づくりデザインマナーブックとは？ 2. 八潮ではじめよう 家づくり

「1. 八潮らしく、家をつくるということ」では、「八潮に住むことの魅力」
から見えてくる「八潮らしい家づくり」のヒントを、連携 5 大学の先生が
述べている。家づくりの面白さから八潮の魅力、家づくりのコンセプトで
もある『つながり』をどのように捉えるか、また八潮ならではの「家づくり」
の楽しさなど、様々なテーマについてディスカッションしている。5 人の
建築家が感じる「八潮らしさ」が、議論を通して伝わってくる。

「2. 八潮ではじめよう 家づくり」では、『やしお家づくりデザインマナーブッ
ク』の生まれた背景や目的に触れつつ、市内での新生活を考えている方々
に向けて八潮についての情報を提供している。交通や買い物の利便性や町
工場のことなど 8 つの魅力を紹介している。

魅力ある街並みづくりには、住まい手が主体的に街並み形成に取り組むこ
とが大切。そこで、市民の方々と街並みの原点である「住宅」に着目し、
八潮で家づくりを考えている人が楽しみながら家をつくることで街並み形
成に取り組めるよう、「やしお家づくりデザインマナーブック」を作成した。

「3. 家を建てる前に」では、家づくりに対するイメージを具体的にまとめて
いけるよう、様々なワークシートが掲載されている。八潮での情報収集の
方法や法規制についても紹介している。

3. 家を建てる前に

32 家づくりプロジェクト

やしお家づくりデザインマナーブック
Yashio Ie Zukuri Design Manner Book

パートナーシップによる家づくり パートナーシップによる家づくり

や し お
家 づ く り
デ ザ イ ン
マナーブック

やしおらしい家
づ
く
り
を
楽しもう !!

八潮に住む魅力
　　　建築家５人が感じる「八潮らしさ」とは

1八潮らしく、
家をつくるということ

巻頭 special!

パネリスト
小川  次郎　　（日本工業大学）
坂牛  卓　　　（東京理科大学）
曽我部  昌史　（神奈川大学）
槻橋  修　　　（神戸大学）
寺内  美紀子　（信州大学）

コーディネーター
堀江  佑典　　（昭和株式会社）

「八潮らしい家づくり」
とは、どういうものでしょうか？

『家づくり』を考えるにあたり、

大 学 で 教 鞭 を と り、 ま た、 こ れ ま で

4 年 間 に わ た り八潮市 内 で 連 携

5 大学（p.8 参照）として調査・研究を

されてきている５名の建築家と共に

座談会を実施しました。

※平成 24 年 8 月 7 日に八潮メセナで行った 
　座談会を基に、掲載しています。

建築家が語る「八潮に住むことの

魅力」から見えてくる「八潮
らしい家づくり」のヒ
ントとは・・・？

家 族のプロフィールや生活スタイルは？？
　家族構成は、家を建てる前に真っ先にチェックしておきたいポイントの一つ。現在の家族構成だけでなく、将来

の家族構成やペットも含めた家族のプロフィール、家族の職業や趣味などの生活スタイルも整理しておきましょう。

デ ザインや部屋、設備に対する要望は？？
　建物のデザインイメージ、部屋の数や広さ、設備に対する要望についても、しっかりと整理しておきましょう。　

予 算、敷地、依頼先の希望は？？
　予算や敷地規模、依頼先などによっては、デザインや部屋に対する希望がうまく反映されない場合もあります。

予算や敷地に対する要望、依頼先の要望もしっかりとチェックしておきましょう。

右ページのチェックリストに、家づくりのチェックポイント
を整理していますので、必要事項を分かる範囲で書き込んで、
設計の依頼先とのイメージ合わせに使いましょう！

　※コピーをして、何度もお使いください！

予算や敷地に対する要望、依頼先の要望もしっかりとチェックしておきましょう。

やしお家づくりデザインマナーブック20

家づくりに対する

イ メ ー ジ や 要 望

を 整 理 し よ う！

家を建てる前に

どんな家にしたいのか、家づくりに

対するイメージや要望をきちんと整

理する事が、良い家づくりの第一歩。

それらを家づくりのパートナーと一

緒に形にしていくのが家づくりの楽

しさです。まずは、次のようなポイ

ントをできるだけ具体的に整理して

おきましょう。

やしお家づくりデザインマナーブック10

や し お 家 づ く り

デザインマナーブック

っ て な に ？

「やしお家づくりデザインマナーブッ

クってなぁに？」という疑問を抱い

ている方。ここでは、この本が生ま

れた背景や目的など、マナーブック

の概要についてご紹介します！

八潮ではじめよう　家づくり

▲ 5 人の建築家の対談が掲載されている

▲ 100 年運動のことや八潮の魅力に触れられている

▲家づくりを考える上での考えるべきことなどを紹介

1
C O N T E N T S

八潮らしく、
家をつくるということ

八潮に住む魅力　建築家 5 人が感じる「八潮らしさ」とは

02

巻頭 special!

2 八潮ではじめよう　家づくり
八潮ではじめよう　家づくり

09

やしお家づくりデザインマナーブックってなに？
八潮の魅力紹介！

コラム 1　昔はこんなところだった！（八潮すまいの歴史）

10

18

3 家を建てる前に
家を建てる前に

19

家づくりに対するイメージや要望を整理しよう！
新しい暮らしの場を探そう！

20

ワークシート 1　家づくり要望まとめワークシート21
ワークシート 2　敷地探しお役立ちワークシート25
コラム 2　八潮はこんなに暮らしやすい！（八潮の住宅事情）26

4 家づくりアイデア集27

家づくりのコンセプト28

家族のつながり
住み心地の良い空間づくり

30

地域のつながり
おもてなしの空間づくり
くつろぎの空間づくり
緑のうるおい空間づくり

32

街並みのつながり
圧迫感のない街並みづくり
一体感のある街並みづくり
表情豊かな街並みづくり

38

モデルプラン
実践！家づくりレポート

44

5 家づくりお役立ち情報57

家づくりお役立ち情報
家づくりのパートナーを探そう！
家づくりに必要なお金について知ろう！

58

ワークシート 3　家づくりの資金計画
　　　　　　　    ワークシート

60

67 参考資料
家づくり用語集68

家づくりに役立つ制度を知ろう！
人と環境にやさしい家づくり手法について知
ろう！

▲表紙、目次のページ

各章の紹介



4. 家づくりアイデア集 5. 家づくりお役立ち情報

『家族』『地域』『街並み』という 3 つのつながりを軸とした家づくりのアイ
デアが紹介されるとともに、2012 年度の家づくりスクールで５大学の学生
と受講生が考えた住宅も、具体的なアイデアとして掲載されている。

「5. 家づくりお役立ち情報」では、家をつくる際の依頼先の種類やそれぞれ
の特徴の紹介、実際の家づくりの際の資金計画のワークシートや予算シミュ
レーションシートの添付など、実際に家を建てる際に役立つ情報が掲載さ
れている。また、バリアフリーや環境に配慮した住宅の紹介など、住宅設
計に必要な様々な情報が載せられている。

「4. 家づくりアイデア集」では、「八潮街並みづくり 100 年運動」において
実施したリサーチやケーススタディをもとに、それらの特徴やキーワード
を整理、抽出した「地域に根ざした八潮らしい街並みづくり」のコンセプ
トと、家づくりのアイデアがまとめられている。

■眺望
　・八潮のまち
　・花火大会
　・スカイツリー

■採光

■風通し

■音・におい

収納

テラス

■庭
　・家庭菜園
　・花壇
　・BBQダイニングキッチン

主寝室

子ども部屋

ホール

ルーフデッキ

カーポート

リビング
テラス

隣
地
境
界
線道

路
境
界
線

■自由な空間
　・ピアノ教室
　・ホームパーティー
　・ダイニングの延長

■庭
　・果物のなる木
　・花の咲く木

A-A’断面図 

ルーフデッキ

AA’

　

1 階平面図

玄関

ダイニング
  キッチン

リビング

家庭菜園

庭

トイレ

▼

0 5 10ｍ

AA’

お出迎えのテラス

▼

公園とつながるテラス

子ども部屋

屋根 屋根

子ども部屋
洗面

浴室

主寝室
吹き抜け

ホール

2 階平面図 

３ 階平面図 

N

AA’

　都心の近くにありながらゆとりを持った暮しができる、そんな八潮らしい家。

川の近くにあることや細長い形状という敷地の特性を活かし、川風と煙突効果を最大限に取り入れました。

東西方向に細長い敷地なので、南面採光が多く取れる明るい内部空間になっています。

 

ダイニングキッチンからリビングをみる。
スキップフロアでつながった室内を、テラス
からの風が通り抜けます。

リビングから公園とつながるテラスをみる。
室内から公園の緑を眺め、四季の移ろいを感じること

が出来ます。

縦長の敷地の特徴を活かし、建物全体がスキップフロア
で構成され、各室がゆるやかに繋がり、奥行の感じられる空間になっています。

北側道路より、駐車場を見る。２階の窓に
は自然素材のルーバーが使用され家の表情
を作り出しています。

お出迎えのテラス
　外から家の中へと続く空間を魅力的

なアプローチ空間としました。ここ

は、応接や教室などに使うことも出来

るホールとも一体となった広々とした

空間となります。

公園とつながるテラス
　このテラスからは敷地の北東にある公

園を一望でき、遊んでいる子どもたちを

見守ることが出来ます。さらに、庭に咲

いた木の花、そしてその花の香りなどを

季節ごとに楽しむことが出来る、とって

も気持ちのいい空間です。

眺望の屋上テラス
　屋上テラスは、八潮の街はもちろ

ん、東京スカイツリーまでを望むこと

が出来る特等席。また、このプライベ

ートデッキは視線を気にせずに洗濯物

を干すことも出来る、生活にやさしい

空間でもあります。

　縦・横にできた２つの吹き抜けの煙
突効果により、家の中には気持ち良い
風が通り抜けていきます。その風は、
ピアノの音色や季節の香りをやさしく
運んできてくれます。

　全体をスキップフロアで構成するこ
とで、ひとつひとつの空間がゆるやか
につながっています。

断面模型

Data
夫婦＋子ども２人

敷地面積
用途地域
構造
建築面積
延床面積
建ぺい率
容積率

163.7㎡
第１種中高層住居専用地域
木造３階建て
90㎡
139㎡
54.9％
84.9％

お施主さんから
の依頼内容

・川に近くて、広
い敷地を活かし

て、風を感じられ
る

開放感のある家
に住みたい

・ピアノを気持ち
よく弾けるスペー

スが欲しい

・家庭菜園で採れ
た野菜をテラスで

食べたい

・川に近くて、広
い敷地を活かし

て、風を感じられ
る

開放感のある家
に住みたい

・ピアノを気持ち
よく弾けるスペー

スが欲しい

・家庭菜園で採れ
た野菜をテラスで

食べたい

風通しのいい家
に！

風 の 通 る 家 信州大学　工学部建築学科
寺内研究室

3つのテラスをもつ

垣
・
柵
等
の
作
り
方

門
・
ア
プ
ロ
ー
チ
・
舗
装
等
の
作
り
方

植
栽
の
植
え
方

周
辺
と
調
和
し
た
色
彩

壁
面
の
位
置

屋
外
設
備
・
工
作
物
等
の
作
り
方

外
壁
等
の
素
材

縁
側
・
テ
ラ
ス
の
作
り
方

開
口
部
・
玄
関
等
の
作
り
方

屋
根
並
み
の
美
し
さ

屋
内
空
間
の
つ
な
が
り

軒
先
・
庇
の
作
り
方

公園

計画敷地
　　163.7㎡

N
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長 期優良住宅の認定を受けておトクに家づくり！！
　長持ちする住宅を建てることは、長期的な視点で見ると、資金面・環境面などで様々なメリットが生まれることから、優遇

制度が設けられています。ここでは、「長期優良住宅」という住宅の認定制度を例に、そのポイントについてご紹介します。

長持ち＋おトク「長期優良住宅制度」とは？
　「長期優良住宅の普及の促進に関する法律」に則って、一定の基準（下表参照）を満たした住宅は「長期優良住宅」として認定されます。
　認定された住宅には、税制の優遇や住宅ローンの優遇など、資金面に関する様々な支援メニューが用意されています。
　せっかく家を建てるのであれば、長いスパンで考えて長持ちする住宅を、お得に建てるのも一つの手段かもしれません。

■基準項目 ■資金面でのメリット

「長期優良住宅」として
認定！

税金の特例措置が受けられる！

住宅ローンの供給支援が受けられる！

■住宅ローン減税
　一般住宅で 500 万円の最大
控除が受けられます。加えて、
長期優良住宅の場合は、最大
600 万円までの控除がありま
す。

■投資型減税
　ローンを利用しない人を対
象として長期優良住宅にする
ための性能強化費用相当分の
10% 相当額がその年の所得税
から控除されます。

■その他各種税金の軽減
　「登録免許税」「不動産取得
税」「固定資産税」などの負
担も軽減されます。

■フラット 50の創設
　民間金融機関が最長 50 年の住宅ローンを供
給できるように、住宅金融支援機構が支援をし
ています。

■フラット 35S の拡充
　住宅金融支援機構が支援する「優良住宅取得
支援制度（フラット 35S）」を活用することで、
20 年間金利が 0.3% 優遇されます。

メリット１

メリット２

長持ち

おトク
＋

劣 化 対 策

耐 震 性

維持管理・更新の容易性

可 変 性

バ リ ア フ リ ー 性

省 エ ネ ル ギ ー 性

居 住 環 境

住 戸 面 積

維 持 保 全 計 画

住 宅 履 歴 の 整 理

支援内容は、実施年度によって異なる場合があります。
国土交通省ホームページ、住宅金融支援機構のホームページもチェックしてみましょう！

　　■国土交通省（長期優良住宅関連）
　　　　　http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/jutakukentiku_house_tk4_000006.html
　　　　　　国土交通省ホーム > 政策・仕事  > 住宅・建築  > 住宅  > 長期優良住宅法関連情報

　　■住宅金融支援機構
　　　　　http://www.jhf.go.jp/

ワ
ン

ポ

イントアドバイ
ス

！

※詳しくは、八潮市「都市デザイン部　開発建築課　建築指導係」までお気軽にお問い合わせください。
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家づくりには、様々な補助制度が用

意されているのをご存知ですか？

ここでは、家づくりに役立つ情報の

入手方法や、制度の内容などをご紹

介します。お得な制度を活用して、

経済的に家づくりをしましょう！

お トクな家づくり情報を手に入れよう !
　身近なところにも、家づくりに役立つ制度はたくさん用意されています。家づくりに対する補助金や助成

金は、主に国や地方自治体などの行政が行っています。これらの制度には実施期間や予算などが決められて

いる場合が多く、制度の内容は随時変わっていきますので、ホームページなどでこまめにチェックするよう

に心がけましょう。

おトクな情報があるかも！？家づくりに役立つ情報サイト

家 づ く り に 役 立 つ

制 度 を 知 ろ う！

家づくりお役立ち情報

　市の公売する宅地や、市が実施する各種補助・助成制度について知りたい時は、我
らが八潮市のホームページへ。住まいに関するイベント等の情報も掲載されています。

■八潮市ホームページ

八潮市が公売する宅地情報や助成制度を活用しよう！

http://www.city.yashio.lg.jp/
　ホーム > 市民生活便利帳 > 暮らし > 住まい

　長期固定金利ローン「フラット 35」に代表される住宅ローンの情報が充実している
サイト。また、住宅ローンシミュレーションでは、簡単に借入金額を試算することが
できます。

マイホームの取得からその後のライフプランサポートまで！
気軽に相談してみよう！

■住宅金融支援機構（旧 住宅金融公庫）ホームページ
http://www.jhf.go.jp/

　住宅に関する補助事業や法改正、国の施策に関する情報まで。
日本の家づくり動向を知ることができる、家づくり上級者向け
のサイトです。

上級者向け！
日本の住宅事情をのぞいてみよう！

■国土交通省　住宅局ホームページ
http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/
   国土交通省ホーム > 政策・仕事  > 住宅・建築  > 住宅 

　県の実施する住宅ローン優遇制度や、住宅に対する表彰制度、
相談窓口等の情報が掲載されています。

県が主催する住まいの相談窓口も！
頼りになります！

■埼玉県　住宅課ホームページ
http://www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/
　ホーム > 組織でさがす > 住宅課

やしお家づくりデザインマナーブック62

33家づくりプロジェクト
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　ここでは、下の条件の家族を想定し、実際に家づくりの資金計画をシミュレーション
してみます。

●毎月の返済可能額：10 万円
●ボーナス時の返済：年間 50 万円
●利子固定型（2.5％）
● 25 年返済

よーし、いくら使えるか
計算してみよう！

■自己資金
　400 万円（預金）　＋　200 万円（親からの援助）　＝　600 万円　…

■借入金
　10 万円　×　12 か月　＋　50 万円　＝　170 万円　…②
　②   × 　　25 年　ー　（②   × 　　25 年× 2.5%）＝　4,144 万円　…③

■予算総額
　①　＋　③　＝　600 万円　＋　4,144 万円　＝　4,744 万円　…

家づくり総予算

利息

■土地・建物に使える予算
　　　4,744 万円　×　85% 　＝　4,032 万円　…

■土地代として確保する予算
　50 坪　×　35 万円／坪　＝　1,750 万円　…

■建物づくりに掛けられる予算
　　　4,032 万円　－　   　1,750 万円＝　2,282 万円

建物づくりに掛けられる予算

この予算で良い家を
つくるゾ！

※詳しくは、金融機関にご相談下さい。

住 宅ローンの金利タイプとは？
　住宅ローンでお金を借りる際には、利子に相当する分を負担する必要があります。
金利のタイプは「固定型」と「変動型」の二つに分けることができます。それぞれ
の特徴を把握し、自分に合ったタイプを選びましょう。

金
利

返済期間

金
利

返済期間

　利率が一定のタイプ。返済計
画が立てやすい反面、金利設定
がやや高い傾向にあります。

　一定期間ごとに利率が見直さ
れるタイプ。返済計画が立てに
くい反面、金利設定が低い傾向
にあるため、返済額を抑えるこ
とができます。

建 物以外に掛かる費用も知っておこう！
　建物本体以外に掛かる費用も、しっかりと押さえておきたいポイントの一つ。建
物を建てる際に掛かる費用は、大きく「①土地・建築費等」に掛かる費用と、引っ
越しや税金、不動産登記等に掛る「②その他諸費用」に分類できます。家づくりの
前後も見据え、必要な費用をしっかりと整理しておきましょう。

①土地・建築費等

②その他諸費用

□土地取得費
□基礎、大工、内装、設備工事費　など
□外構工事費
□電気、ガス、上下水の引込工事費　など

□各種税金（不動産取得税、登録免許税）
□引越し費、上棟式等の式典費
□家具、電化製品等の費用　など

□設計監理料（建築家に依頼する場合）
□建物解体・伐採費（建て替えの場合）
□敷地測量費、地盤調査・改良工事費

※別途、掛かる場合のある費用
①土地・建築費等

約 85~90％

家
づ
く
り
に
掛
か
る
総
費
用

②その他諸費用
約 10~15％

①固定型 ②変動型

づくり予算シュミレーション家

金
利

返済期間

金
利

返済期間

この予算で良い家を

4
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家づくりは一生に一度の大きな買い
物です。初めに家づくりにどのくら
いのお金が掛けられるのか、お金の
知識をしっかりと身に付けておきま
しょう。
ここでは、一般的な家づくりの資金
計画の考え方や、家づくりに掛かる
お金についてご紹介します！

家 づ く り に 必 要 な

お金について知ろう！

家づくりお役立ち情報

家 づ く り に 必 要 な

お金について知ろう！

家づくりお役立ち情報

家づくりは一生に一度の大きな買い物

です。初めに家づくりにどのくらいのお

金が掛けられるのか、必要なお金の知

識をしっかりと身に付けておきましょう。

　ここでは、一般的な家づくりの資金

計画の考え方や、家づくりに掛かるお

金についてご紹介します！

ステップ
　　　今あるお金を確認しよう！　

預金等 その他（不動産等） 自己資金（頭金）

+ ＝万円 万円 万円 ・・・・・・ 1

1　まずは、頭金となるお金がいくらあるのかを確認します。不動産の下取りや有価証券等も含めて検討してみましょう。

・・・・・・ 4

ステップ
　　　借りられるお金を確認しよう！　

毎月の返済可能な額 ボーナス返済額（年） 年間の借入額

× 12 か月 + ＝
年間の借入額 返済期間 利息 借入総額（元金）

× × ×ー ＝

万円 万円 万円

万円 年 年万円 万円

・・・・・・ 2

2 3 32  ％

2　次に、金融機関から借りるお金を試算してみましょう。自分の人生設計に合わせて返済期間などを検討しましょう。

　家づくりの総予算は、「自己資金」と「借入総額」を合わせた額です。ここから、どこにいくら掛けられるのか検討します。ステップ
　　　総予算を出してみよう！　

自己資金（頭金） 借入総額 家づくり総予算

+ ＝万円 万円 万円1 4 ・・・・・・ 5

3

ステップ
　　　土地・建物に使える予算を確認しよう！　

家づくり総予算 土地・建物の予算

＝万円 万円5 ・・・・・・ 6× 85 ％

4　家づくり総予算から、各種税金や引越し費用、家具・電化製品等の諸費用を除いた額が土地・建物に使える予算です。

ステップ
　　　土地代として確保する予算を確認しよう！　

坪

希望の土地の広さ 希望する土地の坪単価 土地の予算

× ＝万円 / 坪 万円

5
・・・・・・ 7

　おおよその土地の予算を試算してみましょう。立地によって土地の単価は大きく異なるので、場所選びが重要なポイントです。

建物の予算 （※2）

ステップ
　　　建物づくりにかけられる予算を出してみよう！

土地・建物の予算 土地代の予算

－ ＝万円 万円 万円6 7

6　最終的に建物にはどのくらいの費用が掛けられるのでしょうか。これらを
参考に賢く機能的な建物を検討してみましょう。

※1 一般的に、家づくりにかかる総予算の10～15
％が税金や引っ越し費用などの諸費用として
掛かるとされています。

※1 詳しくは、P.61の「建物以外に掛かる費用も知
っておこう！」をご覧ください。

※2 建物の予算の中には、設計監理料、建物解体
費、測量費、調査費など個別に発生する費用を
含みます。

（※1）

家づくりの資金計画ワークシート
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家 づくりパートナーの特徴比較
　依頼先の特徴を「デザイン性」、「工事」、「コスト・費用」、「アフターサービス」の観点から比較すると、以下の表のようになります。一概にこの通りとは

言えませんが、一般的にこのような傾向にあることを把握し、パートナー探しに役立ててください。

デザイン性 工事 コスト・費用 アフターサービス

地元工務店

●話がしやすいので施主の
思っていることが伝えや
すい。

●得手不得手がある。

●設計施工の担当者が直接施
行管理する場合が多いの
で、やり取りが早く確実
に反映される。

●職人さんの技量によって、
住宅の出来が変わること
もある。

●経費率が低く、コストが少
なめ。

●見積もり項目に「○○一式」
が多く、追加工事が発生
した際に、明細が不明に
なりがち。

●近くにあるので、すぐに駆
けつけてもらえる。

建築家

●設計の自由度が高い。
●話し合いを重ねてオリジナ
ルのプランが出来る。

●建築家によって作風は様々
なので、相性が大事にな
る。

●建築家が厳しく監理する。
●変更・追加工事に適応力が
高いが、現場との調整に
よって、工期が変更にな
ることもある。

●工事費に関してコストダウ
ンが得意。

●工事費以外に設計・監理料
が必要になる（工事費の
10%が目安）。

●大きな修繕の相談でも心強
い。

ハウスメーカー

●数種類のデザインプランか
ら選択するのが一般的。

●モデルハウスで、実際にど
んな空間ができるのか確
認をすることができる。

●規格化された建材を利用す
るので、プランの自由度
が少ない。

●変形敷地など特殊な敷地で
の設計が困難な場合もあ
る。

●工期が短い。
●マニュアルが確立している
ため、工期中の融通が利
きにくい場合もある。

●資材が大量に規格生産され
ているため、良い資材を
安く使用することが可能。

●工事費に加えてメーカーの
営業費や研究開発費が入
るため割高になる場合が
ある。

●特別な要望がある場合は割
高になる場合がある。

●会社によっては、しっかり
としたアフターサービス
体制が確立されている。

●営業担当者とサポート担当
者が変わる。
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「八潮街並みづくり 100年運動」にお

いて実施したリサーチやケーススタ

ディをもとに、それらの特徴やキー

ワードを整理・抽出し、「地域に根ざ

した八潮らしい街並みづくり」のコ

ンセプト、そして家づくりアイデア

としてまとめました。

地 域に根ざした八潮らしい街並みづくりのコンセプト

地域のつながり
向こう三軒両隣の方々
とコミュニティを育むこ
とは、安心で安全な環境
づくりにも寄与します。
豊かで明るい地域コミ
ュニティをつくるようなア
イデアを取り入れること
で、地域のつながりを深
めます。

家族のつながり
コミュニティの最小単
位とも言える『家族』。　
家族同士のコミュニティ
を育みやすいアイデアを
家づくりに取り入れるこ
とで、家族のつながりを
深めます。

街並みのつながり
魅力的でステキな街
並みは、いつしか私たち
の大きな誇りになるの
ではないでしょうか。
通りや街区など「街並
み」を意識したアイデア
を取り入れる事で、街並
みのつながりを深めま
す。

街並みのイメージと八潮らしい街並みを構成する要素街並みのイメージと八潮らしい街並みを構成する要素

地域に根ざした八潮らしい街並みづくりのコンセプト

『つながり』

縁側・テラスの作り方

壁面の位置

軒先・庇の作り方 周辺と調和した色彩

屋根並みの美しさ 屋内空間のつながり

門・アプローチ・舗装等の作り方

垣・柵等の作り方 植栽の植え方

開口部・玄関等の作り方

屋外設備・工作物等の作り方

外壁等の素材

『つながり』『つながり』『つながり』『つながり』『つながり』『つながり』『つながり』『つながり』『つながり』『つながり』『つながり』『つながり』『つながり』『つながり』『つながり』『つながり』『つながり』『つながり』『つながり』『つながり』『つながり』『つながり』『つながり』『つながり』
地域

　向こう三軒両隣の方々とコミュニティを育むことは、安心で安
全な環境づくりにも寄与します。
　豊かで明るい地域コミュニティをつくるようなアイデアを取り
入れることで、地域のつながりを深めます。

家族
のつながり

のつながり

のつながり

　コミュニティの最小単位とも言える『家族』。　
家族同士のコミュニティを育みやすいアイデアを家づくりに取り
入れることで、家族のつながりを深めます。

のつながり
街並み 　魅力的でステキな街並みは、いつしか私たちの大きな誇りにな

るのではないでしょうか。
　通りや街区など「街並み」を意識したアイデアを取り入れる事で、
街並みのつながりを深めます。

家づくりのコンセプト

家づくりのコンセプト

やしお家づくりデザインマナーブック28

家づくりは、パートナー（依頼先）

によって様々な特徴があります。コ

ストやデザイン性、発注の仕組みな

ど特徴をおさえて、あなたにピッタ

リのパートナーを探しましょう。

ここでは、代表的な家づくりの依頼

先と、その特徴についてご紹介しま

す。

家 づ く り の

パートナーを探そう！

家づくりお役立ち情報

地元工務店 　特定の地域やエリアを対象に、設
計と施工を行うのが「地元工務店」
です。地元業者ならではのきめ細や
かな対応やアドバイス、アフターサー
ビス等が期待出来ます。また、ちょっ
とした家づくりの問題や、小規模な
増改築などに対応可能なのも強みで
す。

こんな人にオススメ！
□家づくりの課題に対して気軽に相談に
乗ってもらいたい！

□地元業者ならではの知恵や技を活かした
家づくりがしたい！

□しっかりとしたアフターサービスを受け
たい！

建築家 　建築家が他の依頼先と異なる最大
の点は、設計と工事の監理を専門に
行うことです。そのため、他の依頼
先では出来ないようなオーダーメー
ドの家づくりが可能になります。工
事監理では、第三者の立場から工事
を厳しくチェックするため、施工の
品質確保が可能となります。

□専門家ならではの発想力のあるデザインに
したい！

□手間を惜しまず、理想の家を実現したい！
□敷地や世帯の特性を最大限に活かした家を
つくりたい！

こんな人にオススメ！

ハウスメーカー 　最もポピュラーな依頼先の一つで
ある「ハウスメーカー」は、テレビ
CMや広告、住宅展示場などで目にす
る機会も多いはず。住宅を商品化し、
営業から設計、部材の製造・調達、
工事、アフターケアまで、一連のサー
ビスを受けられるのが特徴です。

□手間をなるべく抑えたい！
□短期間で家を建てたい！
□実際、どんな建物になるかモデルハウスを
見て検討したい！

こんな人にオススメ！

やしお家づくりデザインマナーブック58

家 づくりのパートナー（依頼先）はどんな人がいるの？

▲ 2012 年度家づくりスクールのことも掲載されている

▲信州大学が提案したモデルプラン

▲実際に家を建てる際に役立つ情報が載っている



筑波大プロジェクト (ADP)

八潮エクスプローラーとは
八潮エクスプローラーとは、「八潮町並みづくり 100 年運動」の一環として、八潮市の地域資源を調査し、資源を結びつける新たな活用方法や手法を検討した、
筑波大学の「アート・デザイン・プロデュース (ADP)」という演習授業である。

筑波大学 ADP とは
筑波大学アート・デザイン・プロデュース (ADP) は、「アートやデザインを通して仕事やそれに関わる人をプロデュースする」ことを目的としている。

34 筑波大プロジェクト (ADP)

▲これまでにプロデュースした事業

スケジュール
2010 年度の活動 P.35 P.36 P.372011 年度の活動 2012 年度の活動

リサーチ クールビズポロシャツ クールビズポロシャツ・缶バッジ
パブリックピクニック 夜市 ( ブース出展 ) 夜市 ( ブース出展 )
八潮アロハ 鉄塔鉄美写真コンテスト 鉄塔鉄美写真コンテスト ~ 夏の陣 ~
しょくにんインタビュー 市民まつり ( ブース出展 ) 市民まつり ( ブース出展 )
八潮トイレンナーレ 八潮 photo vol.1 下妻街道の旅
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協　力　　　　八潮市農政課／八潮市健康増進課／筑波大学ADP八潮エクスプローラー
お問い合わせ　八潮市都市デザイン課　TEL:048-996-2111
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地産地消拡大支援協議会

清水達夫さん

TAKUMI倶楽部

田中信雄さん

八潮市青耕会

飯山敏行さん

八潮市園芸協会

田中武雄さん

直売所連絡協議会

星野　仁さん
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市川俊之さん
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八潮が生んだゆるキャラ

ハッピーこまちゃん
小松菜
こまちゃんレシピ

14
ページ

16
ページ

名前の由来
　着ている法被（はっぴ）でハッピーと幸せのハッピー。こま
ちゃんとはカルシウム、鉄分、ビタミンＡ、ビタミンＣが豊富
な八潮市名産の小松菜のこと。頭を見てもらえば一目瞭然。

プロフィール
身　長・170cmくらい　体　重・不明（着る人による）
性　別・なし　　　　　性　格・明るくて健康
得意技・笑顔　　　　　所　属・八潮市健康増進課

し ょ く に ん
イ ン タ ビ ュ ー

S h o k u n i n  I n t e r v i e w

※

【
八
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ん
】
：
八
潮
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食
や
農
業
を
担
っ
て
い
る
人
々

八 潮 が 生 ん だ ゆ る キ ャ ラ

ハッピーこまちゃん

八
潮
の
食
や
農
業
に
つ
い
て
、

　
　
　八
潮
の
し
ょ
く
に
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

編集後記
　本冊子は筑波大学ADPの取材協力のもと、八潮の皆さんが「当たり前」に思っている風景や場所、まだ「気づいていな
い」ステキな要素（タカラモノ）を、様々な視点から探し出しながら、「つないでいく」取り組みとしてまとめたものです。

しょくにん達の八潮を盛り上げたい
という熱いハートを肌で感じました。
八潮の未来が楽しみです。（釜田）

八潮の資源、それは小松菜だけでは
なく、そこに関わる人たちの心意気も
また大切な資源だと思います。（大島）

この冊子の作成にあたり、お世話になった全
ての方から八潮に対する真摯な想いを感じま
した。本当にありがとうございました。（川鍋）

平 成 2 3 年
　 ・ 　
3 月 作 成

Are You Happy?

アロハシャツ 
デザイン わーくしょっぷ

２０１１．０５．３０
ＡＤＰ八潮エクスプローラー

　環境デザイン・渡和由先生のもと、埼玉県・八潮市のいいところを発見し、市民を巻き込みながらまちおこしへ
つなげようという試み。八潮市役所都市デザイン課、八潮市商工会などと協力しているプロジェクトで、今年で
２年目の活動となる。

　震災以後、節電の大切さがよりいっそう叫ばれている。この夏、環境省でも推進しているスーパークールビズは、
　ノーネクタイや上着なしでの勤務を推奨する従来の「クールビズ」を強化し、　ポロシャツやアロハシャツ、Ｔシャツ
　の着用も許容する。八潮市ではこの取り組みにいち早く賛同した。その取り組みの一環として、八潮オリジナルデザ
　インのポロシャツを制作し市職員をはじめとして多くの市民にこれを励行していくものである。

八潮スーパークールビズ

ADP八潮エクスプローラーとは

急募 !! グラフィックデザイナー

デザイン箇所例：
１色刷り ×２か所
２色刷り１か所＋１色刷り１か所
１色刷り ×３か所

※Ｃ( 袖 ) は１色刷りのみ

ＡＤＰ八潮エクスプローラーチームと一緒にオリジナルポロシャツをデザインしてくれる人を募集しています。
八潮のまちをＰＲするための活動の一環であり、完成したポロシャツは八潮市役所のスーパークールビズ作戦に
て、実際に購入・着用されます。今回のポロシャツデザインは短期のプロジェクトとなりますが、反応が良けれ
ばその後のイベントなどでのＴシャツへのデザイン展開、商品化なども考えられますので、ぜひ奮ってご参加く
ださい！

参加条件：筑波大学の学生もしくは卒業生
期間：２０１１年６月～７月初頭
報酬：あり ( 市役所より )
デザイン対象：ポロシャツ（右記参照）
　　　　　　　市職員の方が職務中着用することを
　　　　　　　想定したデザインとなります。
　　　　　　　※数量限定・受注生産

スケジュール：
６月１日（水）　  現地調査会（モチーフ探し）・チーム顔合わせ
６月８日（水）　  ラフスケッチ提示・案検討 → ラフ案アンケート調査
６月 15 日（水）　デザイン案提示・検討 → 発注数予備調査
６月 22 日  （水）　デザイン決定 → 発注数決定・発注へ
７月初頭　　　　オリジナルポロシャツ完成

毎週水曜日 17：00 ～
がミーティングとなっています。
ミーティングには、ＡＤＰメンバー、
渡先生、市役所の方などが参加し、
意見交換をする場となります。

八潮スーパークールビズ作戦・オリジナルポロシャツデザイン

ALOHA
Yashio

八潮アロハ
デザイン
わーくしょっぷ
2010 10 24 sun.

八潮を着る

男性 女性 計
33267

参加人数

八潮
エクスプローラー.

八潮とアロハ

八潮の資源
×

アロハシャツ

ワークショップ

市民がおもう『八潮の資源』

ー 八潮をまとう ー 
ハワイの代名詞ともいえるアロハシャツ
。その絵柄は、海・ヤシの木・パイナッ
プル・フラガールなどハワイの名産（＝
資源）がモチーフである。着ているだけ
で、ハワイのPRに繋がっている。八潮に
おいても、このアロハシャツを八潮をPR
する媒体のひとつとして提案する。『八
潮の資源』を用いたアロハシャツを着る
ことによって、八潮らしさを内へ外へと
発信することを目的としている。

八潮アロハをプロデュースするにあたり、
筑波大ADPがおもう『八潮の資源』だけで
はなく、市民のおもう『八潮の資源』を知
りたいと考えた。そこで、やしお市民まつ
りにて私たち筑波大ADPがデザインした八
潮アロハの展示とともに、八潮アロハをデ
ザインしてもらうワークショップを行った
。自分がおもう八潮らしいモノ（＝八潮の
資源）を盛り込むことを条件に、型紙に自
由に描いてもらった。

ワークショップを行った結果、市民に共通する『八潮の資源』がみえてきた。こど
もたちのデザインからは、潜在的に根付いている八潮らしさが表れている。今後の
活動へつながるヒントが盛りだくさんである。今回のワークショップで得たヒント
を活かして、八潮アロハのプロデュースを進めていく。

やしお
市民
まつり
2010

ADPとは

八潮市と
筑波大学

八
潮
エクスプローラーとは

「八潮街並みづくり 100 年

運動」と連動する形で、

筑波大学 ADP

「八潮エクスプローラー」を

立ち上げ、八潮市の

地域資源を調査し、

資源を結び付ける

新たな活用方法・手法を

検討しています。

八潮市の住民のみなさんにとっては「当たり前」に思えるかもしれない風景、場所、要

素、もしくはまだ「気づいていない」ステキな資源（＝タカラモノ）を、様々な視点か

ら探していく実験的取組みです。

また、探しだした資源を「つ

ないでいく」取組みとして、

次の３プロジェクトを進め

ています。

ADP とは "Art Design Produce"

の頭文字をとったものです。

これは、筑波大学で実施する

授業演習の１つであり、文字

通り「アート・デザイン」を

通して、物事やそれに関わる

人をプロデュースしていく

プログラムです。

八潮の
トイレの提案

しょくにん
インタビュー

八潮
アロハ

筑波
大学
アート
デザイン
プロデュース

八潮
エクスプローラー

１.
八潮アロハ

２.
しょくにん
インタビュー

３.
八潮の
トイレの提案

資源をさがす
×

資源をつなぐ

私のところでは、野菜を出荷する時に使う段ボール

にも一工夫しています。小松菜はハッピーこまちゃ

ん、枝豆は自分で描いた絵柄を使用しています。市

場に出回っている段ボールはちょっと堅苦しい印象

なので、キャラクターのものもあっていいと思いま

す。市場で取引をする際に、段ボールから「八潮の

飯山さんの野菜」だと見分けてもらえています。

小松菜は江戸川区が発祥ですが、現在江戸川区の農

家が減少しており、伝統的に生産を続けてきた八潮

市が、小松菜の最先端のまちといえるかもしれませ

ん。種苗メーカーから試作品種を提供してもらって、

様々な小松菜の試験栽培も行っています。高品質な

ため、他の生産地と比較して市場単価が高く、大丸

や東急など大手百貨店にも出荷しています。
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現
在
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イ
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し
て
行
う
こ
と
に
意
義
が

あ
り
ま
す
。

今
後
も
活
動
を
通
し
て
、
八
潮
の
農

業
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

八潮市青耕会会長　飯山敏行さん
八潮青耕会は設立 42年。現在の会員数は 21人で、

若い力で八潮の農業を盛り上げている。活動内容は

県内の農業後継者団体の中でも高く評価されている。

出荷の段ボールの工夫

八潮の小松菜はトップランナー？
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ALOHA
Yashio

八潮アロハ
デザイン
わーくしょっぷ
2010 10 24 sun.

八潮を着る

男性 女性 計
33267

参加人数

八潮
エクスプローラー.

八潮とアロハ

八潮の資源
×

アロハシャツ

ワークショップ

市民がおもう『八潮の資源』

ー 八潮をまとう ー 
ハワイの代名詞ともいえるアロハシャツ
。その絵柄は、海・ヤシの木・パイナッ
プル・フラガールなどハワイの名産（＝
資源）がモチーフである。着ているだけ
で、ハワイのPRに繋がっている。八潮に
おいても、このアロハシャツを八潮をPR
する媒体のひとつとして提案する。『八
潮の資源』を用いたアロハシャツを着る
ことによって、八潮らしさを内へ外へと
発信することを目的としている。

八潮アロハをプロデュースするにあたり、
筑波大ADPがおもう『八潮の資源』だけで
はなく、市民のおもう『八潮の資源』を知
りたいと考えた。そこで、やしお市民まつ
りにて私たち筑波大ADPがデザインした八
潮アロハの展示とともに、八潮アロハをデ
ザインしてもらうワークショップを行った
。自分がおもう八潮らしいモノ（＝八潮の
資源）を盛り込むことを条件に、型紙に自
由に描いてもらった。

ワークショップを行った結果、市民に共通する『八潮の資源』がみえてきた。こど
もたちのデザインからは、潜在的に根付いている八潮らしさが表れている。今後の
活動へつながるヒントが盛りだくさんである。今回のワークショップで得たヒント
を活かして、八潮アロハのプロデュースを進めていく。

やしお
市民
まつり
2010

35筑波大プロジェクト (ADP)

八潮らしさを発信する 食を発信する 八潮のトイレを考える
▲ワークショップのチラシ ▲インタビューをまとめた冊子 ▲トイレンナーレの活動をまとめたもの

八潮らしさを市内外へ発信することを目的とし
たアロハシャツを制作。ワークショップを通し
て、地域資源をモチーフとしたアロハシャツを
デザインし、それを踏まえて学生が試作品を作
成した。

食に関する地域情報をさらに充実させていくこ
とを目的としたプロジェクト。八潮の食に関す
る「しょくにん」にインタビューを行い、食を
つむいでいる人の姿から八潮の「しょく」の魅
力を発信した。

管理や設備の面で良い環境とはいえない市内に
あるトイレを各地域の特徴に合わせて、面白く
かつ使いやすくデザインすることで、公園の環
境と共に住環境の向上をはかり、トイレの価値
を再発見することを目的とした。

八潮アロハ

リサーチ

パブリックピクニック

八潮アロハ

しょくにんインタビュー

八潮トイレンナーレ

八潮トイレンナーレ
"Yashio Aloha"

Research

Public Picnic

"Yashio Aloha"

"Shokunin" Interview

"Yashio Toirennale"

"Yashio Toirennale"
しょくにんインタビュー
"Shokunin" interview2010.8 - 2011.2

2010.5 - 9

2010.8 - 9

2010.8 - 2011.2

2010.10 - 2011.2

2010.11 - 2011.2

2010.9 - 2011.2

ハ ッ ピ ー こ ま ち ゃ ん
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発　行　　　　八潮街並みづくり100年運動実行委員会
協　力　　　　八潮市農政課／八潮市健康増進課／筑波大学ADP八潮エクスプローラー
お問い合わせ　八潮市都市デザイン課　TEL:048-996-2111
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地産地消拡大支援協議会

清水達夫さん

TAKUMI倶楽部

田中信雄さん

八潮市青耕会

飯山敏行さん

八潮市園芸協会

田中武雄さん

直売所連絡協議会

星野　仁さん

八潮市農業委員会

市川俊之さん
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八潮が生んだゆるキャラ

ハッピーこまちゃん
小松菜
こまちゃんレシピ
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名前の由来
　着ている法被（はっぴ）でハッピーと幸せのハッピー。こま
ちゃんとはカルシウム、鉄分、ビタミンＡ、ビタミンＣが豊富
な八潮市名産の小松菜のこと。頭を見てもらえば一目瞭然。

プロフィール
身　長・170cmくらい　体　重・不明（着る人による）
性　別・なし　　　　　性　格・明るくて健康
得意技・笑顔　　　　　所　属・八潮市健康増進課

し ょ く に ん
イ ン タ ビ ュ ー

S h o k u n i n  I n t e r v i e w

※

【
八
潮
の
し
ょ
く
に
ん
】
：
八
潮
の
食
や
農
業
を
担
っ
て
い
る
人
々

八 潮 が 生 ん だ ゆ る キ ャ ラ

ハッピーこまちゃん

八
潮
の
食
や
農
業
に
つ
い
て
、

　
　
　八
潮
の
し
ょ
く
に
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

編集後記
　本冊子は筑波大学ADPの取材協力のもと、八潮の皆さんが「当たり前」に思っている風景や場所、まだ「気づいていな
い」ステキな要素（タカラモノ）を、様々な視点から探し出しながら、「つないでいく」取り組みとしてまとめたものです。

しょくにん達の八潮を盛り上げたい
という熱いハートを肌で感じました。
八潮の未来が楽しみです。（釜田）

八潮の資源、それは小松菜だけでは
なく、そこに関わる人たちの心意気も
また大切な資源だと思います。（大島）

この冊子の作成にあたり、お世話になった全
ての方から八潮に対する真摯な想いを感じま
した。本当にありがとうございました。（川鍋）

平 成 2 3 年
　 ・ 　
3 月 作 成

Are You Happy?

アロハシャツ 
デザイン わーくしょっぷ

私のところでは、野菜を出荷する時に使う段ボール

にも一工夫しています。小松菜はハッピーこまちゃ

ん、枝豆は自分で描いた絵柄を使用しています。市

場に出回っている段ボールはちょっと堅苦しい印象

なので、キャラクターのものもあっていいと思いま

す。市場で取引をする際に、段ボールから「八潮の

飯山さんの野菜」だと見分けてもらえています。

小松菜は江戸川区が発祥ですが、現在江戸川区の農

家が減少しており、伝統的に生産を続けてきた八潮

市が、小松菜の最先端のまちといえるかもしれませ

ん。種苗メーカーから試作品種を提供してもらって、

様々な小松菜の試験栽培も行っています。高品質な

ため、他の生産地と比較して市場単価が高く、大丸

や東急など大手百貨店にも出荷しています。

時
代
と
共
に
、
青
耕
会
も
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
若
手
の
会
員
が
減
っ

て
お
り
、
現
在
の
平
均
年
齢
は
三
十

歳
後
半
と
会
自
体
の
年
齢
が
上
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
よ
う

な
状
況
下
で
す
が
、
数
年
に
何
人
か

の
割
合
で
若
い
後
継
者
が
入
っ
て
き

て
い
ま
す
。

現
在
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
取
り

組
み
は 

、
小
学
校
の
授
業
の
一
貫
と

し
た
食
育
事
業
で
す
。
種
ま
き
か
ら

収
穫
ま
で
を
行
い
、
最
後
は
自
分
た

ち
で
育
て
た
小
松
菜
を
食
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
は
単
発
で
行
う
こ
と
よ
り

も
、
継
続
し
て
行
う
こ
と
に
意
義
が

あ
り
ま
す
。

今
後
も
活
動
を
通
し
て
、
八
潮
の
農

業
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

八潮市青耕会会長　飯山敏行さん
八潮青耕会は設立 42年。現在の会員数は 21人で、

若い力で八潮の農業を盛り上げている。活動内容は

県内の農業後継者団体の中でも高く評価されている。

出荷の段ボールの工夫

八潮の小松菜はトップランナー？
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【材料（10個分）】

蒸しパン

ミックス粉

チーズ

こまつ菜

牛乳　

水　

水の量はやわらかさを見て加減しましょう。

５０グラム

１００グラム

５０cc　

６０cc

２００グラム

【材料（6個分）】

バターロール

マーガリン

こまつ菜

たまねぎ

ツナ缶

マヨネーズ

しょう油

プチトマト

６個

適量

２００グラム（７株位）

２０グラム（みじん切り）

６０グラム

３０グラム

少々

3個

【つくりかた】
１．米は洗いざるにあげておく。
２．炊飯器に目盛り通りの水をいれ１ｃｍに切ったベーコンと酒・塩をいれて炊く。
３．こまつ菜はゆでて固く絞り細かく刻み、炊きたてのご飯にコーンといりごまをまぜる。

こまちゃんごはん

こまちゃん蒸しパン

米

ベーコン

酒

塩

こまつ菜

白いりごま

コーン缶

３カップ

100グラム

大さじ３

小さじ２

１/３束

小さじ２

６０グラム

【材料】

【つくりかた】
１．こまつ菜はゆでて固く絞り、２ｃｍに切る。
２．ツナ缶は油を切り、ほぐしてこまつ菜とたまねぎ、マヨネーズ、しょう油をいれて混ぜる。
３．バターロールに切れ目をいれてマーガリンをぬり、②をはさみ上にプチトマトを
　　半分に切り飾る。

こまちゃんサンド

【つくりかた】
１．こまつ菜をゆで、細かく切って(みじん切り)軽くしぼる。
２．チーズはコロコロにきる。
３．ボールに蒸しパンミックス（ホットケーキミックスでも可）、牛乳、水を様子をみて
　　入れて混ぜ①のこまつ菜を混ぜる。
４．アルミカップに③をいれ、②のチーズ（チョコやあんこでも可）をのせて蒸気の上がった
　　蒸し器で１０分から１５分蒸す。

「添え物野菜」とあなどるなかれ．．．

奥深き小松菜料理の世界。その名も「こまちゃんレシピ」。

八潮市民のソウルフード「こまちゃんレシピ」ベスト３をご紹介！

こまちゃんレシピの世界がアナタにこっそり教えちゃう. . .

14
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36 筑波大プロジェクト (ADP)

クールビズで資源の PR 夜市に出店、PR 活動 八潮写真コンテスト
▲ポロシャツのデザイン案および実際に着用した際の様子 ▲夜市の際の様子 ▲写真展のポスター ▲展示の様子

八潮の資源をモチーフとしたクールビズポロ
シャツを制作。市役所員や学生が着用する事で、
スーパークールビズ励行のイメージアップと共
に資源の PR を行った。夜市では市民の方に向け
て販売も行った。

毎年、つくばエクスプレス八潮駅前広場で行わ
れる夜市に「さろん・ど・やしお」という店名
で出店した。主な内容はポロシャツ販売とワー
クショップ。多くの方々に来ていただき、活動
の広報にもなった。

八潮に多く見られる鉄塔の魅力を再発見するた
めに、鉄塔を題材とした写真コンテストを開催
した。多くの写真が出展され、八潮の魅力と鉄
塔の美しさがいかに表現されているかを基に、
審査が行われた。

クールビズポロシャツ

クールビズポロシャツ

夜市 ( ブース出展 )

市民まつり ( ブース出展 )

鉄塔鉄美写真コンテスト

八潮 photo vol.1

鉄塔鉄美写真コンテスト
Cool Biz Polishirts

Cool Biz Polishirts

"Yoichi"

"Shimin" Festival

Photography Contest

"Yashio photo" vol.1

Photography Contest
夜市 ( ブース出展 )
"Yoichi"2011.5 - 9

2011.5 - 9

2011.7

2011.10

2011.11 - 2012.2

2011.11 - 2012.2

2011.7 2011.11 -2012.2

2011
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八潮缶バッジ 第 2 回八潮写真コンテスト 下妻街道の旅
▲学生がデザインした缶バッジ ▲八潮のオリジナルグッズ ▲コンテストの結果などをまとめた冊子と大賞作品 ▲調査の様子

前年度に引き続き、八潮市の資源を形にして市
内外にアピールすることを目的とした、クール
ビズポロシャツを制作した。また新たな取組み
として八潮の特徴をモチーフにした缶バッジの
制作も行った。

今年度で 2 回目を迎えた写真コンテストは、「鉄
塔鉄美写真コンテスト ~ 夏の陣 ~」として夏ら
しさと鉄塔のコラボレーションをテーマに作品
を募集した。部門を増やし、規模を拡大しての
開催となった。

八潮市には、千住から下妻を結ぶ下妻街道が横
断している。八潮から下妻まで約 50km を自転
車で走り、五感で下妻街道を感じ、魅力や観光
ルートの再発見、下妻街道をきっかけとした交
流を目的に調査を行った。

クールビズポロシャツ・缶バッジ

クールビズポロシャツ・缶バッジ

夜市 ( ブース出展 )

市民まつり ( ブース出展 )

鉄塔鉄美写真コンテスト ~ 夏の陣 ~

鉄塔鉄美写真コンテスト ~ 夏の陣 ~

Cool Biz Polishirts / Can Badge

Cool Biz Polishirts / Can Badge

"Yoichi"

"Shimin" Festival

Photography Contest

Photography Contest2012.5 - 7

2012.5 - 7

2012.7 - 9

2012.7 -12

2012.11

2012.11

2012.7 - 12 2012.11

 

2012

下妻街道の旅

下妻街道の旅

A Travelling of "Shimotsumakaido"

A Travelling of "Shimotsumakaido"



38 まちづくりフォーラム

まちづくりフォーラム

多田重美

 

Ⅰ プレゼンテーション 
「地域の特性を活かした住宅モデル発表」 
 
【発表大学】 
東北工業大学 
茨城大学 
信州大学 
神奈川大学 
日本工業大学 

 
Ⅱ パネルディスカッション  
「八潮の特徴と住宅モデルの取り組みについて」 
 
【パネリスト】 
小川次郎/日本工業大学教授 

坂牛卓/信州大学教授 

曽我部昌史/神奈川大学教授 
槻橋修/神戸大学准教授 

寺内美紀子/茨城大学准教授 

 

※ 内容については、変更もありますので、ご了承下さい。 

-家づくりからはじめる街並みづくり- 

日 時：平成２１年１１月２２日（日） 

時  間：開場 １３：００ 

  開会 １３：３０～１６：００ 

会 場：やしお生涯楽習館  多目的ホール 

参加料：無料 

第３回まちづくりフォーラム

主催：八潮街並みづくり１００年運動実行委員会 

後援：八潮市商工会、八潮市民大学OB会、財団法人やしお生涯学習まちづくり財団、八潮市 

まちづくりフォーラムは、八潮街並みづくり 100 年運動の活動をはじめとする、様々なまちづくりに関する取り組みの発表の場として、毎年開催された。
その年度毎の活動報告や、提案事業を市民の方々に発信し、来場者は毎回 100 名を超えている。
市民の方々と、八潮におけるまちづくりの取組みについて意見を交わし、共有することで次の活動へとつなげていくことができた。

プログラム
1. 基調講演

「住まいづくりと街づくり」
曽我部 昌史氏 ( 神奈川大学教授 )
2. プレゼンテーション
こどもがつくる「住んでみたい家」
3. ディスカッション

「八潮の特徴と住まい方」の提案
連携 5 大学
　茨城大学
　神奈川大学
　信州大学
　東北工業大学
　日本工業大学

プログラム
1. 基調講演

「これからの街づくり」
窪田 陽一氏 ( 埼玉大学大学院教授 )
2. プレゼンテーション

「八潮市都市計画
マスタープラン（表案 ) の提案」

「八潮らしい街並みづくり提案」
連携 5 大学
3. パネルディスカッション

「八潮の可能性と
これからのまちづくり」

プログラム
1. プレゼンテーション

「- 家づくりからはじめる
街並みづくり -」

連携 5 大学
2. パネルディスカッション

「八潮の特徴と
住宅モデルの取り組みについて」

パネリスト
小川 　次郎氏 ( 日本工業大学教授 )
坂牛 　　卓氏 ( 信州大学教授 )
曽我部 昌史氏 ( 神奈川大学教授 )
槻橋　　 修氏 ( 神戸大学准教授 )
寺内 美紀子氏 ( 茨城大学准教授 )

プログラム
1. プロジェクト報告

「八潮らしさと家づくり」
小川 次郎氏 ( 日本工業大学教授 )
2. 市民によるまちづくり提案

「八潮市商工会青年部による
駅前南口公園計画の提案発表」

荒井 歩氏 ( 東京農業大学講師 )
3. 基調講演

「魅力あるまちづくり」
渡 和由氏 ( 筑波大学大学院准教授 )
4. 会場の皆さんとの意見交換会

第 1 回まちづくりフォーラム
「~ 八潮らしい

　　魅力ある街並みを発見 ~」

平成 20 年 9 月 15 日 ( 祝 ) 平成 20 年 11 月 24 日 ( 祝 ) 平成 21 年 11 月 22 日 ( 日 ) 平成 22 年 2 月 28 日 ( 日 )

第 2 回まちづくりフォーラム
「こんな街になったらいいな ~ 八潮

の可能性とこれからの街づくり ~」

第 3 回まちづくりフォーラム
「~ 家づくりからはじめる

　　街並みづくり ~」

第 4 回まちづくりフォーラム
「八潮のまちの

魅力と可能性を探る」
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平成 23 年 0 2 月 2 7 日 ( 日 ) ／ 1 3 : 3 0 - 1 6 : 0 0 ( 開場 1 3 : 0 0 )
八潮メセナ・アネックス ( 八潮駅前 )

日 時：
会 場：

第 5 回まちづくりフォーラム

第一部　プレゼンテーション (13:40-14:40)

14 :10

13 :40

茨城大学（寺内研究室）・神奈川大学（曽我部研究室）
神戸大学（槻橋研究室）・信州大学（坂牛研究室）

日本工業大学（小川研究室）・㈱トデック

筑波大学 ADP、筑波大学大学院　准教授　渡和由氏

プロジェクト報告
「八潮駅前公園基本計画」について

八潮エクスプローラ
「八潮の資源と活用プロジェクトの提案発表」

第二部　パネルディスカッション(15:00-16:00)

コーディネーター：槻橋修氏（神戸大学大学院准教授）

※内容については、変更もありますので、ご了承ください。

パネラー：坂牛卓氏（信州大学教授）
　　　　　曽我部昌史氏（神奈川大学教授）
　　　　　渡和由氏（筑波大学大学院准教授）
　　　　　中村悟氏（㈱トデック代表取締役社長）

「駅前公園の魅力と可能性」15:00

主催 : 八潮街並みづくり 100 年運動実行委員会

共催 : 八潮市、 八潮商工会

後援 : 八潮市民大学OB会、 財団法人やしお生涯学習まちづくり財団

お問い合わせ : ［八潮街並みづくり 100 年運動実行委員会事務局］

　　　　　　　　　　八潮市役所　都市デザイン課都市デザイン係　0489-996-2111( 代表 )

参加費：無料

【主催】八潮街並みづくり 100年運動実行委員会

【共催】八潮市

【後援】八潮市商工会、財団法人やしお生涯学習まちづくり財団、

やしお市民大学 OB 会

【お問い合わせ】

八潮街並みづくり 100年運動実行委員会事務局

八潮市役所 都市デザイン課 都市デザイン係 048-996-2111（代表）

■プレゼンテーション１「八潮エクスプローラー」提案発表

筑波大学ＡＤＰ

■プレゼンテーション２「やしおのツカイカタ」提案発表

茨城大学・神奈川大学・神戸大学・東京理科大学・日本工業大学

■プレゼンテーション３「中川周辺地区景観プロジェクト」活動報告

東京農業大学

第  

８  

回  
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ち  
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り 
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日　時：平成２６年２月９日(日)　

        １３時３０分～１６時００分(開場１３時１０分～)

会　場：八潮メセナ・アネックス(八潮駅前)

入　場：無料

お問い合わせ：八潮街並みづくり100年運動実行委員会事務局
　(八潮市役所 都市デザイン課 都市デザイン係)　℡048-996-2111

主催：八潮街並みづくり100年運動実行委員会　　共催：八潮市商工会・八潮市
後援：やしお市民大学ＯＢ会

第１部　プレゼンテーション① 第２部　プレゼンテーション②

13：30～14：50 15：00～16：00

♦「既成市街地における緑化による街路環境の
改善」現場支援型プロジェクト
　　　　　　　　　　　　　　　　（埼玉大学）

♦「カラフルタウン八潮」　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　  　　　　　　  （一社）住宅生産団体連合会          
                                                      　　　まちなみ環境委員会
　　　　　　　　　　　　　まちな・み力創出研究会
　　　

♦中川周辺地区における景観プロジェクト活動
報告　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　  （東京農業大学）

♦やしおのツカイカタ　プロジェクト活動報告
　　　　
　（神奈川大学、神戸大学、信州大学、東京理科大学、日本工業大学）

　
　・葛西用水「水辺カウンター」
　
　・杜の家やしお「ハンモック　プロジェクト」

　・八潮の地域資源を利用した空間づくり

プログラム
1 プレゼンテーション

「八潮駅前公園基本計画について」
連携５大学・株式会社トデック

「八潮の資源と
活用プロジェクトの提案発表」

筑波大学 ADP・
渡 和由氏 ( 筑波大学大学院准教授 )
2. パネルディスカッション

「駅前公園の魅力と可能性」
槻橋 修氏・坂牛 卓氏・
曽我部 昌史氏・渡 和由氏・
中村 悟氏 ( 株式会社トデック代表
取締役社長 )

プログラム
1. プレゼンテーション

「八潮エクスプローラー」提案発表
筑波大学 ADP

「やしおのツカイカタ」提案発表
連携 5 大学

「中川周辺地区
景観プロジェクト」提案発表

東京農業大学

プログラム
1. プレゼンテーション

「やしおのツカイカタ」
連携 5 大学

「地域の資源活用プロジェクト」
筑波大学 ADP

「中川地区周辺景観プロジェクト」
東京農業大学

「やしお家づくり
デザインマナーブック」

八潮都市デザイン課
2. パネルディスカッション

「やしおの街力
- 求められる都市とは -」

プログラム
1. プロジェクト報告

「中川周辺地区における
景観プロジェクト」

東京農業大学
「やしおのツカイカタ」

連携 5 大学
「既成市街地における緑化による

街路環境の改善」
埼玉大学

「カラフルタウン八潮」
一般社団法人 住宅生産団体連合会
まちなみ環境委員会
まちな・み力創造研究会

平成 23 年 2 月 27 日 ( 日 ) 平成 24 年 3 月 11 日 ( 日 ) 平成 25 年 2 月 3 日 ( 日 ) 平成 26 年 2 月 9 日 ( 日 )

第 5 回まちづくりフォーラム
「オンリーワンの街づくり

八潮をデザインする」

第 6 回まちづくりフォーラム
「やしおのツカイカタ」

第 7 回まちづくりフォーラム
「やしおの街力

- 求められる都市とは -」

第 8 回まちづくりフォーラム
「地域資源の可能性を探る」

※雪のため中止
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運動を振り返って

曽 我 部 昌 史
S o g a b e  M a s a s h i

神 奈 川 大 学
工 学 部 建 築 学 科 教 授

建築設計事務所「みかんぐみ」を共同設立 (1995)
住宅、保育園、ライブハウスの建築設計から家具、プロダクト、
インスタレーションまで幅広いデザインを手がける。

坂 牛  卓
S a k a u s h i  T a k u

東 京 理 科 大 学
工 学 部 建 築 学 科 教 授

遠そうで近い場所 ネガティブな要素は本当にネガティブか？まちづくりにゴールはない

皆で考える楽しさ 

創発を生む協同
ヤシオ・サポーターとして

建築設計事務所 O.F.D.A.associates を共同設立 (1988)
リーテム東京工場　international architectural award2007 ／角窓
の家　日本建築家協会優秀建築選 (2007) など受賞

八潮に最初に来たのはだいぶ前のことである。市役
所に案内されて市長の町づくりへの心意気を拝聴
した。市役所の上階にある部屋から外を見ると平ら
な町が広がっていた。ああだいぶ遠くに来たなと感
じた。都心のビルの狭間に暮らして 10 年以上もた
つので平らな大地は妙に遠方に感じられた。しかし
その後幾度となく通い、自転車で街歩きをしてみ
るとどうもこれは懐かしい場所だと感じるように
なってきた。そもそも自分が生まれ育った東京の練
馬区は大根の産地として有名で、23 区の中では畑
がたくさんあった。誰の所有地かわからないような
空き地がたくさんあり格好の遊び場となっていた。
どうも八潮はそんな自分の育った記憶の中の一部
が再現されているように見えてきた。遠く思えた風
景は記憶の中のすぐそこにあったというわけであ
る。

風景に人工的な印象を加える鉄塔の列、匂いが気に
なる水路網、機械音が漏れ出す町工場群。八潮の風
景の特徴であるこれらの要素は、多くの場合、景観
や暮らしやすさを損なうネガティブな要素として
捉えられやすい。デザインの現場では、鉄塔から目
をそらし、水路を暗渠化し、町工場から距離をおく
ような対応が選ばれる。八潮での私たちの試みは、
そういったスタンスとは正反対である。つまり、鉄
塔をランドマークとして位置づけ、豊かな景観の一
部としての水路を取り戻し、町工場の活力を取り込
むような住宅地を構想した。こういったスタンスは、
この先のまちづくりで特に重要なのではないかと
思う。常識と位置づけられている評価軸をいったん
棚上げにして、その地域の持つ特性をポジティブに
活かす方法を考える。そうすることで、どこにでも
ある同じような雰囲気の街ではなく、その地域特有
の魅力をつくりだすことが可能になるのではない
だろうか。

「まちづくりにゴールはない。考え続け、つくり続
けることに意義がある。」あたりまえの話であるが、
7 年間の活動を振り返って、あらためてそう感じて
いる。まちに住む人びとの成長に歩みを合わせるよ
うに、まちも成長を続けるのだと思う。その過程で、
不具合や不都合が生じたら手を入れてゆく、人びと
の暮らしぶりや意識が変化し、新たなものが必要に
なったら付け加えてゆく。そして、まちに暮らす市
民や行政がそのことに取り組むのはもちろん、少し
違った立場や視点をもつ様々な人びと - 例えば大学
の学生や先生など - をそこに巻き込むことで、まち
の豊かさはさらに厚みを増してゆくのではないか。
私たち連携５大学研究室も、これまで具体的な建築
プロジェクトから制度設計まで、いろいろなかたち
で八潮のまちづくりに関わらせて頂いた。21 世紀
のまちづくりを見据えて、こうした仕組みを丁寧に
作り上げ、継続されてきた（これは全国的に見ても
胸を張れる、画期的な試みだと思う）八潮のみなさ
んに、心より敬意を表したい。 八潮に最初に来たとき自分はまだ教師になって数

年目であった。学生を教えるのにやっとな頃で学
生と一緒に何かを作るなどという状態ではなかっ
た。ところがここで我々は学生とも他大の先生とも
価値観を共有させながらもの作りを始めたのであ
る。これはなかなか勇敢な試みであったと思う。一
体どこまでうまくいくのだろうかと疑心暗鬼だっ
たのだが、これが様々な良い結果を生み出していっ
た。皆で考えることはともすると妥協の産物になる
のだが、ここでは多くのことがプラスに働き質の高
いたくさんの案を生み出した。それらは学生の力量
を示すと同時に指導する先生方の知恵の発露でも
あった。そんな案を厳選して市民の意見も交えなが
ら行う町づくりはそうそうできるものではない。こ
れが可能となったのは 5 つの大学が集結したから
で、もう一つは長く続けてきたからである。この
貴重な関わりをさらに継続して（できれば 100 年）
いければと願っている。

5 大学の学生たちが協同して検討を進めることが、
このプロジェクトの個性を生む。混成チームをつく
り協同で一つの提案をまとめることもあれば、各大
学がそれぞれの案をもちよりアイデアを競わせる
こともある。協同の仕組みにも工夫が重ねられる。
Ｔ邸の設計においては、南面に対する考え方が提案
されたことで外形が大きく変わり、結果として特徴
的な外観を得ることとなった。また、学生たちのセ
ルフビルドによる家具や庭や茶室や露地のデザイ
ンでは、不思議な競演が予想を超えたアイデアの集
積を得た。大学毎に担当部位を分けて検討をしてい
たのだが、互いのデザインに意識を向けながら、そ
れぞれの独創性を発揮しようと努めた結果だろう。
いつものやり方では、この先の建築設計の可能性を
矮小化してしまうに違いない。協同の仕組み次第で
は、新たな創発的デザイン環境が得られるのである。

個人的にも、この 7 年の間というもの、実によく
八潮に通わせて頂いた。もちろん、市民のみなさん
とのワークショップやいろいろなお祭りへの参加、
役所との打合せなど、その時々の用事もあったのだ
が、そのことを別にしても八潮には何か惹きつけら
れるものがあった。水や緑が多いことによる独特の
開放感？人びとのゆったりとした雰囲気？緑地や
農地、住宅、工場など様々な表情をもった街並み？
多分、そうしたものすべてがブレンドされた心地良
いゆるやかさが、「八潮らしさ」につながっている
のだと思う。こんな楽しさに満ちたまちの姿を、市
民のみなさんだけでなくあらゆる人びとに伝え、届
ける運動をこれからもずっと続けて頂きたいと、ヤ
シオ・サポーターの１人として切に願っている。

小 川  次 郎 
O g a w a  J i r o

日 本 工 業 大 学
工 学 部 建 築 学 科 教 授

日本工業大学百年記念館／
ライブラリー＆コミュニケーションセンターで日本建築学会作品
選奨 (2010) を受賞



八潮とはどこか大きな変化の中で

八潮の感性

スローなまちづくり

東京を直交座標の 4 象限に区切ると、第 1 象限に
江戸がすっぽりと入ってしまう。住宅地である山
の手は西に、下町の職人街や様々な手工業は北に
伸びていった。結果、北に位置する八潮のような
水運に恵まれた地域は、江戸時代からあらゆる物
資を都心に供給する街となった。つくば TX によ
り、今度は、のんびりとした緑の多い暮らしを供
給している。八潮とは与えることの尽きない豊か
な場所なのだと思う。こうした豊かな郊外によっ
て都心は成り立っているのだと、八潮に来るよう
になって、今更実感した。一方、八潮のなかで八
潮をどのように見いだせばよいのか、これはなか
なか一筋縄ではいかない問題であった。おおげさ
な言い方だが、近代以降の発展と衰退のなかで、
日本人の生活や家族の変様がそのまま刻まれてき
たかのような都市空間が、八潮にはあると感じた。
八潮のような街はめったにないという感覚と、日
本のいたるところに八潮はあるという感覚の共存
である。この２つの感覚を往き来しながら、少し
ずつ八潮に詳しくなることができた。

八潮に通い始めてからの７年間、街は来るたびに変
化していた。そもそもこの運動が始まった経緯がつ
くばエクスプレス開通により八潮に初めて駅がで
き、駅前が誕生したことにあるのだから当然とも言
えるが、八潮にとって大変貴重な時期に学生達と通
わせていただいたことになる。ピカピカのTXに乗っ
て八潮駅から八潮に入り、先生方や学生達と自転車
に乗って町中を走りまわって出会ったのは、八潮に
流れる時間が醸成させてきた伸びやかな郊外都市
の風景だった。細い路地の入り組んだマスクメロン
街区や、町工場が並ぶ光景、人々の水との格闘の記
憶を感じさせる水路や河川敷は、そして可愛らしい
小松菜畑は、どれも大都会の真ん中では得られない
ホッとする空間だった。どんどん便利に、けれども
画一的になっていく日本の街の中で、八潮の空間の
美しさにみんなが気づくようになる日は遠くない
と思う。その日まで、八潮は TX 沿線における「懐
かしい場所」であってほしい。

７ 年 間 に わ た っ て、 市 民 フ ォ ー ラ ム や ワ ー ク
ショップに参加し、連携大学の先生、研究室の
みなさんと協同でき本当に楽しかった。初めの 4
年間は土木系の学科に在籍していたこともあり、
土木構築物に着目するのに八潮はうってつけの
フィールドで、学生もやりやすかったと思う。高
架下や河川敷と田園のスケールが絶妙に？マッ
チし、住宅スクールでもこうした八潮の特徴がモ
チーフになった。地元の製作所や工場にもご協力
頂き、実際に色々なものをつくれたことは大きな
成果と自負している。地元のみなさんの持つ、た
くましさとユーモアに支えて頂いたからこそ実現
できたプロジェクトばかりであった。こうした八
潮の感性に心から感謝している。

こうした八潮の魅力に誘われて、５大学連携の活動
も自由な空気の中で活動させていただいた。毎年、
八潮の魅力について大学間で意見を出し合い、市民
の皆さんと家づくりに挑戦したり、公園づくりに取
り組んだり、活動当初では想定できなかったような
創造的なまちづくりの方法を学ばせていただいた。
駅前を中心に進んでいる急速な変化を八潮全体で
柔軟に受け止めながら、この街が昔から身につけて
きた < 八潮のペース > に巻き込んでいく。みんな
にとって住みやすい街にするために、一刻も早く取
り組むべき課題も少なくないだろう。しかし人々が
愛着を持てる街並みの創造に関しては、短期間の成
果にばかりこだわるのではない、長期熟成のスロー
なまちづくりこそ「八潮らしいまちづくり」なのだ
と思う。その意味で１００年運動の「１００年」は
伊達じゃない、とあらためて感じている。

私達、筑波大学では、芸術専門学群と大学院生が協
働して実践的な演習を行う「筑波大学アート・デザ
イン・プロデュース（ADP）」として、自治体や大
学で様々な提案や活動をする取り組みを行ってい
る。八潮においては、平成２２年から平成２４年の
３年間、ADP の一環で「八潮エクスプローラー ( 八
潮探検隊 )」として参加した。
活動全体を振り返ると、１年目に基礎的な視点を得
る活動として、まちを歩いて、座って環境資源を確
認する「八潮パブリックピクニック」や、伝統産
業と地域資源を身につける提案である「八潮アロ
ハ」、農業や公衆トイレの可能性を探る提案の活動
を行った。２年目は、環境と歴史的な資源をデザイ
ンした「地域のクールビズポロシャツ」、写真によ
る地域資源の視覚化と市民参加を目指した「鉄塔鉄
美写真コンテスト」、その成果と活動過程をまとめ
た冊子「八潮 photo」として発展させた。３年目は、
市役所の若手職員も参加したポロシャツ製作、まち
の資源をキャラクター化した「まち缶バッチ」、夏
の風景を撮る鉄塔写真コンテスト、下妻街道を自転
車で旅する「八潮発下妻街道の旅」などを行った。

このように、八潮エクスプローラーでの３年間の活
動は、小さな発想から、市民の方々、子供達、様々
な方々が楽しく参加できること、みんなが笑顔にな
ることの手助けができたと思う 。今でも、いろい
ろな楽しい活動が街中で起こっている場面が浮か
んでくる。
私達は八潮を離れたが、八潮から下妻まで自転車で
走った経験を活かして、霞が浦やつくば市での自転
車を活かす活動を行っている。
八潮街並づくり１００年運動の成果が、まちの体験
価値をみつけて、市民で共有する今後の市民活動の
ヒントになると幸いである。
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槻 橋  修
T s u k i h a s h i  O s a m u

神 戸 大 学
工学研究科建築学専攻准教授

ティーハウス建築設計事務所を設立 (2002)
「建築ノート」など数多くの建築に関する書籍を監修。

寺 内 美 紀 子
T e r a u c h i   M i k i k o

信 州 大 学
工 学 部 建 築 学 科 准 教 授

寺内美紀子建築設計事務所 (2003~2005)
人人ニュータウンひたち野中央「脱・都会派の夢」　くらしと住ま
いのコンクール優秀賞を受賞 (2001)

渡  和 由
W a t a r i  K a z u y o s h i

筑 波 大 学
環 境 デ ザ イ ン 領 域 准 教 授

八潮のまちを、エクスプローラー

八潮での活動を活かして

1990 年に渡米、米国のランドスケートプ・アーキテクチャと建設
設計事務所で日米の都市や住宅地の計画実務を行う。
98 年に帰国後、現職に。



茨城大学　　　鈴木　 覚
（寺内）　　　　窪谷　 浩之

　　　　　　　戸島　 健
　　　　　　　廣瀬　 貴之
　　　　　　　宮崎　 文子
　　　　　　　大友　 彰
　　　　　　　川井　 昌樹
　　　　　　　千葉　 友紀
　　　　　　　古川　 このみ

神奈川大学　　水野　 清隆
（曽我部）　　　山本　 昌弘

　　　　　　　小金丸 信光
　　　　　　　竹下　 聡史
　　　　　　　中村　 啓介
　　　　　　　畑中　 洋介
　　　　　　　木下　 和之
　　　　　　　久保　 香織
　　　　　　　佐々木 真美
　　　　　　　宮脇　 渉

信州大学　　　小倉　 和洋
（坂牛）　　　　竹森　 恒平

　　　　　　　田中　 邦幸
　　　　　　　藤岡　 佑介
　　　　　　　朝日　 大和
　　　　　　　西浦　 皓記
　　　　　　　林　　 和秀

東北工業大学　福島　 直人
（槻橋）　　　　工藤　 聡志

　　　　　　　小林　 知博
　　　　　　　中村　 大樹
　　　　　　　高橋　 慶行
　　　　　　　大蔵　 廣明

日本工業大学　高桑　 広太郎
（小川）　　　　佐藤　 洋平

　　　　　　　冨谷　 広宣
　　　　　　　松下　 和弘
　　　　　　　松下　 元也
　　　　　　　野村　 一也
　　　　　　　山口　 由太郎
　　　　　　　岡田　 祥治
　　　　　　　木梨　 誠典
　　　　　　　小林　 賢登
　　　　　　　小林　 円
　　　　　　　高村　 公章
　　　　　　　高橋　 敦史
　　　　　　　早川　 智章
　　　　　　　平山　 義剛
　　　　　　　涌井　 領

日本工業大学　高桑　 広太郎
（小川）　　　　冨谷　 広宣

　　　　　　　野村　 一也
　　　　　　　山口　 由太郎
　　　　　　　木梨　 誠典
　　　　　　　小林　 賢登
　　　　　　　高橋　 敦史
　　　　　　　涌井　 領
　　　　　　　安藤　 聖
　　　　　　　伊藤　 惇
　　　　　　　岡崎　 歩
　　　　　　　今　　 和昌
　　　　　　　高崎　 文也
　　　　　　　田口　 淳美
　　　　　　　田沼　 大輔
　　　　　　　土佐谷 勇太
　　　　　　　野口　 和紀
　　　　　　　廣戸　 海渡
　　　　　　　皆川　 龍也
　　　　　　　武藤　 将和

神戸大学　　　薫　　 徳静
（槻橋）　　　　岡崎　 大起

　　　　　　　片岡　 憲男
　　　　　　　坂本　 知世
　　　　　　　友渕　 貴之
　　　　　　　貫名　 智
　　　　　　　村岡　 幹尚

信州大学　　　田中　 邦幸
（坂牛）　　　　朝日　 大和

　　　　　　　西浦　 皓記
　　　　　　　林　　 和秀
　　　　　　　植松　 千秋

神奈川大学　　木下　 和之
（曽我部）　　　宮坂　 夏雄

　　　　　　　宮脇　 渉
　　　　　　　西浦　 佑亮
　　　　　　　早瀬　 貴政
　　　　　　　古川　 正敏
　　　　　　　源　　 真希

茨城大学　　　戸島　 建
（寺内）　　　　廣瀬　 貴之

　　　　　　　宮崎　 文子
　　　　　　　大友　 彰
　　　　　　　川井　 昌樹
　　　　　　　千葉　 友紀
　　　　　　　榧場　 則子
　　　　　　　佐々木 一真
　　　　　　　関根　 拓也
　　　　　　　守　　 直朗

日本工業大学　高桑　 広太郎
（小川）　　　　岡崎　 歩

　　　　　　　今　　 和昌
　　　　　　　高崎　 文也
　　　　　　　高橋　 敦史
　　　　　　　涌井　 領
　　　　　　　木梨　 誠典
　　　　　　　小林　 堅登
　　　　　　　安藤　 聖
　　　　　　　伊藤　 惇
　　　　　　　田沼　 大輔
　　　　　　　土佐谷 勇太
　　　　　　　廣戸　 海渡
　　　　　　　城崎　 政善
　　　　　　　黒澤　 祥貴
　　　　　　　小池　 佑

神戸大学　　　岡崎　 大起
（槻橋）　　　　片岡　 憲男

　　　　　　　坂本　 知世
　　　　　　　友 渕　 貴之
　　　　　　　貫名　 智
　　　　　　　村岡　 幹尚
　　　　　　　徳　　 静
　　　　　　　早川　 直樹
　　　　　　　松原　 昌幹
　　　　　　　三浦　 良平
　　　　　　　押谷　 崇之
　　　　　　　山田　 恭平
　　　　　　　秋田　 遼介
　　　　　　　小川　 紘司

東京理科大学　飯田　 侑希
（坂牛）　　　　石原　 誠也

　　　　　　　河添　 寛
　　　　　　　堀江　 優太
　　　　　　　山田　 芽里

神奈川大学　　井土　 稔
（曽我部）　　　立川　 愛弥子

　　　　　　　田村　 雅哉
　　　　　　　源　　 真希
　　　　　　　菊井　 悠央
　　　　　　　望月　 諭

日本工業大学　高桑　 広太郎
（小川）　　　　安藤　 聖

　　　　　　　伊藤　 惇
　　　　　　　木梨　 誠典
　　　　　　　小林　 堅登
　　　　　　　田沼　 大輔
　　　　　　　土佐谷 勇太
　　　　　　　廣戸　 海渡
　　　　　　　黒澤　 祥貴
　　　　　　　小池　 佑樹
　　　　　　　義見　 春野
　　　　　　　佐々木 翔平
　　　　　　　飯嶋　 洋樹
　　　　　　　藍場　 弘充
　　　　　　　内田　 健太
　　　　　　　久保田 祐介
　　　　　　　薗部　 幸人
　　　　　　　西川　 博美

神戸大学　　　村岡　 幹尚
（槻橋）　　　　小川　 紘司

　　　　　　　中村　 秋香
　　　　　　　阪本　 昌則
　　　　　　　猪部　 開

東京理科大学　中川　 宏文
（坂牛）　　　　堀江　 優太

　　　　　　　小林　 翔
　　　　　　　中岡　 優
　　　　　　　秋元　 俊介
　　　　　　　飯村　 悠太
　　　　　　　岡崎　 絢
　　　　　　　加瀬野 沙季子
　　　　　　　中東　 壮史
　　　　　　　永田　 達識
　　　　　　　則本　 祐輝
　　　　　　　本田　 佳奈子
　　　　　　　山下　 晃弘

神奈川大学　　内山　 雄基
（曽我部）　　　源　　 真希

　　　　　　　高見　 準也
　　　　　　　下岡　 由季
　　　　　　　高橋　 恭平
　　　　　　　高橋　 陸也
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7 年間の活動参加者

平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度
信州大学　　　今城　 絵美子
（寺内）　　　　京谷　 奈津希

　　　　　　　高橋　 拓生
　　　　　　　野原　 麻由
　　　　　　　南　　 勇次

茨城大学　　　大友　 彰
（寺内）　　　　川井　 昌樹

　　　　　　　千葉　 友紀
　　　　　　　榧場　 則子
　　　　　　　守　　 直朗
　　　　　　　大西　 遼
　　　　　　　河野　 慶子
　　　　　　　関根　 匠
　　　　　　　山本　 十雄馬

茨城大学　　　上田　 学
（寺内）　　　　立原　 稔生

　　　　　　　鈴木　 覚
　　　　　　　窪谷　 浩之
　　　　　　　田原　 佑介
　　　　　　　戸島　 健
　　　　　　　廣瀬　 貴之
　　　　　　　宮崎　 文子

神奈川大学　　豊田　 久美子
（曽我部 )　　　平野　 宜昭

　　　　　　　水野　 清隆
　　　　　　　山本　 昌弘
　　　　　　　石川　 朝海
　　　　　　　小金丸 信光
　　　　　　　畑中　 洋介

信州大学　　　兼子　 晋
（坂牛）　　　　平岩　 宏樹

　　　　　　　小倉　 和洋
　　　　　　　小日向 由香
　　　　　　　宮尾　 真紗美
　　　　　　　香川　 翔勲
　　　　　　　高木　 美帆
　　　　　　　田中　 邦幸
　　　　　　　藤岡　 佑介

東北工業大学　小原　 淳
（槻橋）　　　　武田　 千博

　　　　　　　留場　 広宣
　　　　　　　福島　 直人
　　　　　　　森谷　 哲郎

日本工業大学　高桑　 広太郎
（小川）　　　　木村　 優子

　　　　　　　松下　 和弘
　　　　　　　谷中　 志穂
　　　　　　　佐藤　 洋平
　　　　　　　冨谷　 広宣
　　　　　　　松下　 元也
　　　　　　　飯野　 祐司
　　　　　　　江利川 旭
　　　　　　　小山内 豊
　　　　　　　大島　 隆哉
　　　　　　　大橋　 雅耶



信州大学　　　今城　 絵美子
（寺内）　　　　京谷　 奈津希

　　　　　　　高橋　 拓生
　　　　　　　野原　 麻由
　　　　　　　南　　 勇次
　　　　　　　山本　 十雄馬
　　　　　　　大江　 健太
　　　　　　　北沢　 伸章
　　　　　　　樋口　 徹也
　　　　　　　本田　 世志郎
　　　　　　　市川　 楓
　　　　　　　出田　 麻子
　　　　　　　上田　 彬央
　　　　　　　大村　 公亮
　　　　　　　福嶋　 史奈
　　　　　　　松原　 昂平

神奈川大学　　望月　 諭
（曽我部）　　　菊井　 悠央

東京理科大学　藤坂　 美佳
（坂牛）　　　　宮前　 淳司

　　　　　　　程　　 鵾鵬
　　　　　　　井黒　 彬
　　　　　　　村田　 真里恵

神戸大学　　　猪部　 開
（槻橋）　　　　大野　 晴臣

　　　　　　　角谷　 卓哉
　　　　　　　有田　 一乃
　　　　　　　小川　 亜希穂
　　　　　　　小松　 昌平

日本工業大学　小池　 佑樹
（小川）　　　　藍場　 弘充

　　　　　　　内田　 健太
　　　　　　　久保田 祐介
　　　　　　　岩崎　 哲也
　　　　　　　氏家　 孝洋
　　　　　　　内田　 雅基
　　　　　　　大宮　 結花
　　　　　　　押山　 勇太
　　　　　　　田端　 由香
　　　　　　　中山　 瞭
　　　　　　　野口　 瑞貴
　　　　　　　初見　 友香
　　　　　　　山崎　 恵

信州大学　　　山本　 十雄馬
（寺内）　　　　今城　 絵美子

　　　　　　　京谷　 奈津希
　　　　　　　高橋　 拓生
　　　　　　　野原　 麻由
　　　　　　　南　　 勇次
　　　　　　　大江　 健太
　　　　　　　北沢　 伸章
　　　　　　　澤崎　 綾香
　　　　　　　野上　 将央
　　　　　　　本田　 世志郎

神奈川大学　　中村　 慧睦
（曽我部）　　　望月　 諭

　　　　　　　伊藤　 夏美
　　　　　　　田邉　 裕二
　　　　　　　柳　　 健太郎

東京理科大学　程　　 鵾鵬
（坂牛）　　　　岡崎　 絢

　　　　　　　金子　 俊介
　　　　　　　中川　 宏文
　　　　　　　中東　 壮史
　　　　　　　本田　 佳奈子
　　　　　　　山下　 晃弘
　　　　　　　大村　 総一郎
　　　　　　　押川　 博幸
　　　　　　　菅谷　 由香子
　　　　　　　田中　 比呂夢
　　　　　　　半田　 友紀
　　　　　　　藤坂　 美佳
　　　　　　　松浦　 有香
　　　　　　　宮前　 淳司

神戸大学　　　小川　 紘司
（槻橋）　　　　中村　 秋香

　　　　　　　阪本　 昌則
　　　　　　　里中　 俊裕
　　　　　　　猪部　 開
　　　　　　　大野　 晴臣
　　　　　　　小池　 真貴
　　　　　　　楠目　 晃大

日本工業大学　黒澤　 祥貴
（小川）　　　　小林　 堅登

　　　　　　　小池　 佑樹
　　　　　　　義見　 春野
　　　　　　　藍場　 弘充
　　　　　　　内田　 健太
　　　　　　　久保田 祐介
　　　　　　　小松　 由樹子
　　　　　　　坂田　 健一
　　　　　　　高木　 翼
　　　　　　　種市　 光治
　　　　　　　西舘　 直人
　　　　　　　村井　 春樹
　　　　　　　渡邉　 優樹
　　　　　　　渡辺　 優也

437 年間の関係者

【平成 20 年度】
会　長：鈴木　　俊一
副会長：松田　　温昭
　　　　小澤　　政人
会　計：松澤　　利行
監　事：山木　　知二
　　　　山崎　　健之

【平成 21 年度】
会　長：鈴木　　俊一
副会長：松田　　温昭
　　　　小澤　　政人
会　計：深井　　章
監　事：山木　　知二
　　　　山崎　　健之

【平成 22 年度】
会　長：齋藤　　勝
副会長：松田　　温昭
　　　　斎藤　　順一
会　計：深井　　章
監　事：小林　　義和
　　　　山崎　　健之

【平成 23 年度】
会　長：斎藤　　勝
副会長：松田　　温昭
　　　　斎藤　　順一
会　計：小倉　　光雄
監　事：小林　　義和
　　　　山崎　　健之

【平成 24 年度】
会　長：斎藤　　勝
副会長：松田　　温昭
　　　　斎藤　　順一
会　計：小倉　　光雄
監　事：小林　　義和
　　　　山崎　　健之

【平成 25 年度】
会　長：斎藤　　勝
副会長：斎藤　　順一
会　計：山崎　　健之
監　事：小林　　義和
　　　　江刺家　博賢

【平成 26 年度】
会　長：斎藤　　勝
副会長：斎藤　　順一
会　計：山崎　　健之
監　事：岡　　　薫
　　　　江刺家　博賢

【平成 21 年度】
幹事長　：豊田　　裕之
副幹事長：渡辺　　清貴
幹事会員：水谷　　勲
　　　　　中川　　盛弘
　　　　　北川　　賢一
　　　　　狩野　　勉
　　　　　田中　　勉
　　　　　高木　　哲男

【平成 22 年度】
幹事長　：豊田　　裕之
副幹事長：渡辺　　清貴
幹事会員：水谷　　勲
　　　　　中川　　盛弘
　　　　　小林　　義和
　　　　　山木　　知二
　　　　　中島　　陽一
　　　　　田中　　勉
　　　　　久保田　芳男
　　　　　高木　　哲男

【平成 23 年度】
幹事長　：水谷　　勲
副幹事長：松井　　輝一
幹事会員：江刺家　博賢
　　　　　海老原　秀行
　　　　　小林　　義和
　　　　　山木　　知二
　　　　　中島　　陽一
　　　　　田中　　勉
　　　　　會田　　喜一郎
　　　　　村上　　誠弥
　　　　　高木　　哲男

【平成 24 年度】
幹事長　：水谷　　勲
副幹事長：松井　　輝一
幹事会員：江刺家　博賢
　　　　　海老原　秀行
　　　　　小林　　義和
　　　　　山木　　知二
　　　　　中島　　陽一
　　　　　峯岸　　真一
　　　　　浅古　　哲男
　　　　　村上　　誠弥
　　　　　會田　　喜一郎

【平成 20 年度】
部会長　：稲垣　　公之
部会員　：豊田　　裕之
　　　　　柳田　　昭彦
　　　　　平岩　　征夫
　　　　　大沼　　孝男
　　　　　本間　　和成
　　　　　河原　　聡美
　　　　　古庄　　元行

【平成 21 年度】
部会長　：稲垣　　公之
副部会長：浅古　　哲男
部会員　：江刺家　博賢
　　　　　近藤　　昭彦
　　　　　大沼　　孝男
　　　　　澤井　　良温
　　　　　本間　　和成
　　　　　島村　　友美
　　　　　古庄　　元行
　　　　　内海　　光章
　　　　　柳町　　貴栄

【平成 22 年度】
部会長　：稲垣　　公之
副部会長：浅古　　哲男
部会員　：江刺家　博賢
　　　　　近藤　　昭彦
　　　　　大沼　　孝男
　　　　　野口　　繁央
　　　　　野崎　　省三
　　　　　島村　　友美
　　　　　古庄　　元行
　　　　　内海　　光章
　　　　　久保田　有香

平成 25 年度 平成 26 年度 八潮街並みづくり 100 年運動実行委員会
実行委員会 幹事会 部会

事務局　八潮市　都市デザイン課　都市デザイン係

顧　問　八潮市長　多田　重美 (H.20 - H25.8)
　　　　八潮市長　大山　忍　 (H25.9 -)
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